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──────────────────────────────────────────── 

◎開会の宣告 

○議長（星 一彌君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は９人です。定足数に達していますので、ただいまから平成30年第４

回鮫川村議会定例会を開会します。 

  なお、報道機関及び職員に写真の撮影を許可しておりますので、ご了承願います。 

（午前１０時００分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（星 一彌君） これから本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（星 一彌君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

──────────────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（星 一彌君） 日程に入るに先立ち、諸般の報告を事務局長にさせます。 

  事務局長、古舘甚子君。 

○議会事務局長（古舘甚子） 諸般の報告をいたします。 

  本議会に村長及び教育委員会教育長、農業委員会事務局長に出席を求めました。 

  次に、議員派遣及び出張関係であります。 

  初めに、議員派遣でありますが、５月23日、福島県町村議会広報研修会のため、議員７名

を郡山市に派遣しました。 

  出張関係であります。４月６日、平成30年度第１回東白川地方町村議会議長会定例会のた

め議長が棚倉町に、５月18日、第68回県南地方植樹祭のため議長が中島村に、５月28日から

29日、平成30年度町村議会議長・副議長研修会のため議長及び副議長が東京都千代田区に、

６月４日、福島県町村議会議長会平成30年度定期総会のため議長が福島市に、それぞれ出張

いたしました。 

  これで諸般の報告は終わります。 

○議長（星 一彌君） これで諸般の報告は終わります。 

──────────────────────────────────────────── 
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◎村長挨拶 

○議長（星 一彌君） 村長から発言の申し出がありました。これを許します。 

  村長、大樂勝弘君 

〔村長 大樂勝弘君 登壇〕 

○村長（大樂勝弘君） 皆さん、おはようございます。 

  平成30年第４回鮫川村議会定例会の開催に当たり、全議員ご出席のもとに議案のご審議を

いただきますこと、厚く御礼を申し上げます。 

  ことしの田植え時期の天候は降雨も適度にあり、代かきも田植えも順調に進みました。地

球温暖化の影響かと思われますが、近年、５月初めの連休中に田植えをする人が多くなって

きたようであります。 

  さて、議員の皆様方には、小学校の運動会、そして27日の舘山公園の草刈りボランティア

作業にご協力、ご参加をいただきまして、ありがとうございました。ことしの草刈りボラン

ティア作業には、いろいろな行事が重なったせいか、参加者が40名という数ではありました

が、今後も継続して舘山公園の立派な公園としての整備に努力してまいりたいと思いますの

で、皆様方の協力をお願いするところであります。 

  次に、５月の大型連休中の鮫川ふるさと春まつりは、降雨のために一部のイベントで順延

されるということもありましたが、まずまずの出入りとなりました。各種団体の奮闘に敬意

を表したいところであります。さぎり荘には、３日には385人の入浴者、４日には434人、５

日には331人、そして６日、最終日には176人の利用客がありました。大変うれしい限りであ

ります。 

  次に、鮫川村消防団が６月２日に会津若松市で行われました県下消防大会において、晴れ

の第66回民報金ばれん賞を受賞いたしました。鮫川村にとりましても、大変な名誉なことで

あり、消防団員はもちろんでありますが、村民の皆様とともに大きな喜びとするところであ

ります。さらなる防災意識の高揚を図り、安全で安心な村づくりに努めてまいるところであ

ります。 

  次に、平成29年度の村税についてでありますが、大変厳しい環境のもとで納税取り扱い分

につきましては、納税組合の取り扱い分です、全て継続完納61カ年を達成することができま

した。完納に向けてご協力いただきました区長さん初め副区長さん、皆さん方に御礼を申し

上げたいと思います。 

  そして、今議会に提案している議案についてでありますが、報告案件が２件、専決処分の
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承認を求める案件が２議案、条例案件が２議案、平成30年度の会計の補正予算、一般会計等

３つの特別会計、この会計関係が合わせて４議案、合計８議案と２件の報告案件であります。

十分にご審議いただき、提案させていただきました原案に賛同賜りますようお願いを申し上

げ、挨拶といたします。 

○議長（星 一彌君） これで村長の発言が終わりました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（星 一彌君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、鮫川村議会会議規則第120条の規定によって、 

   ３番 北 條 利 雄 君 及び 

   ５番 関 根 英 也 君 

 を指名します。 

──────────────────────────────────────────── 

◎会期の決定 

○議長（星 一彌君） 日程第２、会期の決定の件についてを議題といたします。 

  会期につきましては、過日、本定例会の招集に当たり、議会運営委員会が開かれておりま

す。その結果について議会運営委員長から報告を求めます。 

  議会運営委員長、関根政雄君。 

〔８番 関根政雄君 登壇〕 

○８番（関根政雄君） 議長の指名がありましたので、議会運営委員会の結果についてご報告

を申し上げます。 

  去る５月25日、議会運営委員会を開催し、本定例会の運営について協議をいたしました。 

  本定例会の案件は、報告２件を含む村長提出議案８件であります。このほか陳情がありま

した臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情書については、所管の産業厚生

常任委員会へ付託をいたします。 

  次に、一般質問ですが、５名の通告がありました。いずれも通告どおり質問を許可すべき

ものと認めました。 

  会期につきましては、本日６月６日から６月８日までの３日間とし、日程についてはお手

元に配付してあります日程表のとおりであります。 

  この会期、日程等にご賛同賜り、円滑な議会運営ができますよう議員各位のご協力をお願
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い申し上げまして、報告といたします。 

○議長（星 一彌君） お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいまの議会運営委員長の報告のとおりにしたいと思いますが、こ

れにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、議会運営委員長報告のとおり、本日から６月８日までの

３日間と決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎一般質問 

○議長（星 一彌君） 日程第３、一般質問を行います。 

  順番に発言を許します。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 北 條 利 雄 君 

○議長（星 一彌君） ３番、北條利雄君。 

〔３番 北條利雄君 登壇〕 

○３番（北條利雄君） ３番、北條でございます。私は今般の定例会におきまして、３点につ

いての一般質問をいたします。 

  まず、質問の第１点は、高齢者のＩＣＴ、情報・通信に関する技術の総称ですが、これを

通じた活用を学ぶ機会についてであります。 

  団塊の世代のリタイア、いわゆる引退が加速するにつれ、定年後の高齢期に生きがいを持

って過ごすことが人生の重要なテーマとなってきていると思います。長寿化が進み、高齢社

会の到来とともに、高齢者が地域や社会を支える担い手として地域活動に参画していくこと

は、高齢者自身の生きがい創出や地域の活力増進にとって必要であります。 

  地域の特性に合った魅力的な高齢者就業や社会参画の視点から、本村でも具体的な取り組

みを後押しする必要があると考えます。地域に密着したきめ細かなマンパワー、労働力や仕

事などに投入できる人的資源ですが、これらによって形成されているネットワーク、複数の

コンピューターを接続して相互に通信できるようにした状態ですが、これらを活用するとい

うものであります。 

  ＩＣＴ機器を活用した見守りサービスや脳トレなどの介護予防の取り組みが始まっており



－７－ 

ます。ＩＣＴ機器の活用は、元気な高齢者であり続ける活力となることも期待できます。若

い人は日常生活を通じてＩＣＴを学ぶ機会も多いのですが、将来的にＩＣＴを活用したサー

ビスが普及したとしても、利用できない高齢者の方は情報弱者となるおそれがあります。 

  そこで、お伺いいたします。地域包括ケア、これは、重度な要介護状態になっても住みな

れた地域で自分らしい暮らしをし、人生の最後まで続けることができるように、住まいとか

医療、介護、予防、生活支援が一体的に提供されるシステムでありますが、この枠組みの中

で「自分でできることは自分で行う（自助）」の観点からも、今後は、高齢者みずからがパ

ソコンやタブレット端末、タブレット端末は平板型でキーボードはついておりませんけれど

も、液晶の画面に指先を当てながら操作するタッチパネルでございます、これらを利用でき

るようになることが重要であると考えます。本村の高齢者がＩＣＴの活用を学ぶ機会はどの

ような状況にあるのか、今後これらの取り組みを行う予定や計画があるかについてお伺いい

たします。 

○議長（星 一彌君） 村長、大樂勝弘君に答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 大樂勝弘君 登壇〕 

○村長（大樂勝弘君） 北條議員の最初の質問、高齢者のＩＣＴを通じた活用を学ぶ機会につ

いての質問にお答えを申し上げます。 

  本村では、平成６年度に、公民館事業の学校開放講座として開催しましたパソコン講座が、

村民にＩＣＴを学ぶ機会を提供した初めての取り組みであったと思います。以来、平成12年

度までは学校開放講座のパソコン講座として開催し、13年度からはＩＴ講習会、22年度から

はＩＣＴ講習会として、平成24年度までの19年間にわたり継続をして開催いたしました。こ

の間、多くの村民にパソコンの基本操作やエクセルやワードの使い方、インターネットの利

用の仕方などを学んでいただいたものと思います。近年、パソコンやインターネットに興味

のある人たちには既にスキルを身につけていることや、日常生活の中ではパソコンより携帯

電話やスマートフォンを利用することが多いライフスタイルに変化したこと、また、必要な

ときは民間のパソコン教室で学ぶことができるなどにより、受講者の減少もあって、平成24

年度を最後にＩＣＴ関連の講習会等は村では実施しておりません。 

  北條議員がご指摘のように、全国にはＩＣＴ機器を活用して介護予防に取り組んだり、福

祉サービスを提供している自治体もございます。これらのサービスを利用するためには、高

齢者であってもみずからＩＣＴ機器を操作したりすることが必要ですが、本村の場合は、今
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のところそのようなＩＣＴ機器を活用したサービスの提供は計画しておりませんので、高齢

者向けのＩＣＴを学ぶ機会の提供についても計画はございません。 

  また、ＩＣＴを活用した機器にもいろいろあると思います。本村でも実施している高齢者

の見守りのための緊急通報装置もＩＣＴを活用した機器の一つであろうと思います。特段、

訓練しなくても誰でも操作できるような仕組みになっています。本来、サービスに活用する

ためのＩＣＴ機器は、特段の学習や訓練等の必要もなく、誰でも簡単に操作できるものでな

ければ高齢者にとっては利用しにくいし、利用できないと思います。 

  北條議員のおっしゃるとおり長寿社会の現在、幸せな人生を送るためには高齢期の生き方

が重要なことは論をまたないところであります。人にはそれぞれにさまざまな生きがいがあ

り、一つの型にはめることはできないと思います。もちろんＩＣＴを活用することに幸せを

感じる人もいれば、そうでない人もいると思います。ただし、地域包括センターケアシステ

ムの中で掲げられている住民参加の福祉社会の実現をしていくために必要な、自助、互助、

共助、公助の取り組みの中で、自分のことは自分でする自助のためのツールとして、ＩＣＴ

機器を活用したいという人が、そのために学習したいという者に対してはそのような機会が、

もちろん学ぶ機会です、あってもよいのではないかと思います。 

  また、インターネット、ＳＮＳには、本人が予想もしていない危険があることも事実であ

ります。誤った使い方をすればトラブル等にも巻き込まれたり、思わぬ損害をこうむったり、

取り返しのつかない事態が生じることもあります。そのようなことも含め、ＩＣＴの安全な

活用法について学ぶ機会の提供については今後検討してまいりたいと思います。 

  以上で、３番、北條議員の最初の質問の答えとさせていただきます。 

○議長（星 一彌君） ３番、北條君。 

○３番（北條利雄君） ＩＣＴ、パソコンもそうですがタブレットも普及し始めて、高齢者の

方の中にはタブレットも運用している方もいらっしゃいますけれども、先日このような記事

を見かけております。ご存じの方もいらっしゃると思うんですが、昨年の５月１日付でｉＰ

ａｄ500万台を日本の高齢者に配付していきますという記事であります。これはアップルと

アイビーエム、システムの開発運営会社ですが、日本郵政と一緒に実証実験をやるというこ

とであります。この実証実験としては、１つは見守られているという安心、それから生活を

サポートしてもらえるという便利、それから地域社会とのつながりという３つの観点から、

孤独を防ぐためのＩＣＴの利活用を併用した、先ほど村長がおっしゃった見守りサービス、

それから買い物難民への対策として、イオングループなどの協力による自宅で申し込む買い
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物支援サービス、それから自治体と連携した地域情報サービス、それと警備会社との協力に

よる駆けつけサービス。このようなサービスを実験用としてやるということで、この情報シ

ステム提供会社、それから日本全国にある日本郵政公社がこれらの実験をもう早めにやって、

日本全国に広げていきたいということが始まっています。 

  これらも含めて、鮫川はＩＣＴのパソコンもそうですが、しばらくそういう機会がないみ

たいですが、やはりタブレットも高齢者が簡単に操作するというのが当然必要なわけですが、

このようなやつでＩＣＴの機器を利用できるようにする機会、学習する機会が必要ではない

かと思います。全国の中では、認知症の予防のためにも脳トレ教室を開催している自治体も

ございます。これらはタブレットを使いながら脳トレを行っていくということで、かなり効

果があるという話がありますので、これらも含めると、やはり高齢者だからパソコンができ

ない、タブレットができない、運用ができないということじゃなくて、指導なり勉強する機

会があれば、やはりできるんですね。 

  そういうことを考えると、これからの時代、やはり操作できないということじゃなくて操

作しながら、時代に適応した、ｉＰａｄも含めた活用をぜひやっていただきたいし、先ほど

村長が言ったように、これからそういう機会を設けるよう努力していきたいというお話でし

たが、ぜひ、全国的な動き、それから鮫川のＩＣＴの活用も含めてもうちょっと検討いただ

いて、ぜひ実現していただきたいと思いますので、もう一度村長の答弁をお願いいたします。 

○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） まず、村ではまだまだそういった環境には、私はなっていないと思い

ます。それこそ2025年、団塊の世代の皆さん、昭和二十五、六年生まれの人です、1950年あ

たりに生まれた人たちが後期高齢者になる時代になると、そういった需要が増すのではない

かと思います。今のところ、部屋でパソコンを打っているよりは、青空の外で鮫川村の大自

然に触れて高齢者同士で活動したほうが、私はぼけ防止にはなるのではないかと、そういう

思いでおります。そして、高齢者にそういった補助金のような質問を受けたこともありませ

ん。何かそういう相談があったときには、それはそれで対応しなくてはならないそういった

人たちもいるのかなと思いますが、まだ今のところ、そういうことは感じられませんので、

しばらく様子を見ながら対応していきたいと思いますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（星 一彌君） ３番、北條君。 

○３番（北條利雄君） タブレットとかパソコンをできるかできないかじゃなくて、やはり時

代の流れとして、そういう機会がもう必要なときになってきているんですね。だから、高齢
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者の家庭でも、そういう情報機器を活用する時代になってきているという、入り口から実用

化されることになってきていますので、鮫川の小さな過疎地域だから高齢者が運用できない、

活用できないということじゃなくて、やはりそういう機会が出てきたときに、すぐ対応でき

るように、そういう部分では高齢者の生活サポートをぜひ考えていただきたいと思います。 

  これらの情報とか要望がなかなかないということですが、全国的にはそういう動きにもな

っているし、やはり高齢者の孤独世帯も多くなってございます。そういう部分で、見守りも

含めて、それから買い物弱者も含めて、やはりそういうものを活用しながら、簡単に連絡し

ながら、行政も対応する時代になってくるんだろうと思いますので、今後これらも含めて、

高齢者に対するＩＣＴの活用、それから学習の機会をぜひ設けていただきたいと思います。 

  もう一度村長にご答弁をお願いいたします。 

○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） 今ほどの中で、買い物の弱者支援対策事業、こういったことを考えま

したときに、買い物に出られない年寄りもいるわけですね。こういったときには、例えば今、

村では「すまいる」でこの対策はしているんですけれども、「すまいる」商店が自助努力で

そういったスマホというの、タブレットを利用者に教えて店を利用してもらう、生活に満足

感を与えてもらう、買い物も楽に配達してもらう。こういった対策は、こういった事業所ま

で考えてもいいのかなと思っております。私はそういった不自由者、支援が必要な人たちの

ための店が自助努力でできないかな、今、補助金の再質問の中で感じられました。それより

は、本当は地域で皆さんが助け合って、じいちゃん、ばあちゃんを店まで連れてくるのが一

番なんですけれどもね。そういったことができない環境にもこれからなると思います。今の

うちは隣近所で助け合って、「すまいる」まで、じいちゃん、ばあちゃんは乗っけていく。

こういった共助が私は大事ではないか、そういう愛情にあふれた村づくりが、目指す村づく

りであろうと思っております。ですから、そういったこともあわせて考えていきますので、

ご理解いただきたいと思います。 

○議長（星 一彌君） ３番、北條君。 

○３番（北條利雄君） こういうＩＣＴ、情報データはすぐやるというのは、なかなか難しい

んだと思うんですが、そういう全国的な動きもあるし、自治体も動いているという状況、そ

れから情報提供会社のアイビーエムとかそういうところ、それから日本郵政公社も含めて、

やはりそういうのが必要だからこそ動いているわけですね。ですから、やはりこういう動き

も踏まえて、これからそういう機会があれば、ぜひ鮫川村も検討していっていただきたいと
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思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  次に移りたいと思います。 

  次に、質問の第２点でございます。第２点は、介護人材確保・定着・育成についてであり

ます。 

  高齢化が進む中、介護を担う人材の不足が課題となっております。国によれば、団塊の世

代が後期高齢者となる2025年には、約38万人の介護人材の不足が生じると推計されておりま

す。本村においても高齢化率は今後も上昇が見込まれております。介護需要がさらに拡大す

ることが想定されることから、継続的な取り組みが必要であります。 

  特別養護老人ホームや老人保健施設、介護事業所を訪問させていただきました。どこでも、

人材が足りない、人材が集まらない、職員の離職が多い、スタッフが高齢化しているという

声が共通しており、その深刻さを実感いたしました。さらに、介護事業所への介護報酬が引

き下げられ、総合事業でさらに報酬単価が下げられるなど、介護事業所としての構造的な問

題が生じてもおります。 

  本村でも、介護人材のさらなる確保と質の向上が必要となります。これまでの取り組みを

強化することはもちろん、介護人材の確保・定着・育成を総合的に推進していくことが求め

られております。 

  介護職員のスキルアップ、いわゆる腕前や技術力を高めることですが、それと働きやすい

環境づくりのさらなる促進のための取り組みに関する情報の提供が必要であります。不足す

る介護人材の確保に当たっては、人材の新規参入を促す「確保」、介護職についた人材が長

く働けるように支援する「定着」、そして介護人材の質の向上を図る「育成」の３つの側面

から総合的に取り組むことが重要と考えております。その取り組みについてお伺いいたしま

す。 

  １つは、介護人材の確保であります。不足する介護人材を確保するため、介護の仕事の魅

力向上を図るなど、人材の新規参入の促進、潜在有資格者の掘り起こしなどをどのようにさ

れているのか。 

  ２つ目は、介護人材の定着であります。介護職についた人材が長く働くことができる、い

わゆる介護職のキャリアアップ、いわゆるより高い資格・能力を身につけることですが、こ

れらへの支援や働きやすい環境づくりなどの事業者への支援をどのようにされているのか。 

  ３つ目は、介護人材の育成であります。拡大する介護需要に対応し、質の高い介護サービ

スを安定的に提供するようにするため、介護を担う人材のスキルアップの促進をどのように
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されているのかをお伺いいたします。 

○議長（星 一彌君） 村長、大樂勝弘君に答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 大樂勝弘君 登壇〕 

○村長（大樂勝弘君） 北條議員の２つ目の質問、介護人材の確保についての質問にお答えを

申し上げます。 

  まず、介護人材の確保ですが、いずれも介護職の職業につく人が少ないんですね。先日、

白河にしらかわ介護福祉専門学校が開設されました。身近な場所で専門知識等の習得ができ

る環境にあり、かつ奨学金制度を活用し、５年間県内の福祉施設に勤務することで借りた奨

学金の返済が免除制度でありながら定員40人だそうです。40名に対して実際に入学した者が

昨年は10人だそうです。ことしは14人しかなかったそうです。 

  介護の現場に限らず、地方、特に農村部においては、あらゆる行事で人材不足、そして人

員不足の状態でありますので、全体的な政策が必要だと思います。特に介護の分野では、そ

の仕事の大切さを訴え、介護の分野で働く意欲や使命感を喚起するなど、介護の職場に魅力

を持ってもらえるような教育が必要ではないかと考えております。 

  次に、介護人材の定着についてですが、働きやすい環境づくりのために、介護職の方がキ

ャリアアップのための研修を受講する際に必要な経費を助成したい、それを検討したいと今

考えております。 

  次に、介護人材の育成についてですが、介護人材のスキルアップのための方法としては外

部の研修などもいろいろあるとは思いますが、一つの方法として、村内の事業者間で人事を

交流することで、互いに質の高い介護のサービスの供給に努めることができるのではないか

と思います。 

  本村における介護保険サービスの需要も、居住サービスや施設サービスは増加しています

が、居宅のサービスは減少しております。本村の高齢者人口の将来の推計を見ましても、人

口減少により相対的に高齢化率は上昇しますが、高齢者人口は現在とほぼ同じ水準で当面推

移していくと想定しております。介護保険サービスの利用者がふえない状況の中では、介護

事業者間の競争も激しくなることが予想されます。介護事業所は人材の確保や定着のために、

これまで以上の努力が求められております。村では、介護保険制度を支える介護事業所が安

定して運営できるよう、今後も必要な支援を行ってまいりたいと考えています。 

  村民の幸せのためには、何よりも村民一人一人が介護のお世話にならないよう介護予防に
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努めるなど、健康で生活することが一番重要なことだと思います。そして、自宅にいて生涯

を終えることが、その人にとっては一番幸せなことではないかと考えております。議員皆様

方のご理解とご協力をお願いし、北條議員の２つ目の質問の回答とさせていただきます。 

○議長（星 一彌君） ３番、北條君。 

○３番（北條利雄君） 介護人材の確保・定着・育成についてであります。 

  鮫川村内にも、介護事業を行っているひだまり荘、それから西山のグループホームさめが

わも含めて多くの方が利用され、介護を受けております。こういったところも含めて、私、

各いろんな施設を伺ってきたんですが、本当に先ほど述べたとおり、まさに共通しているん

ですね、人が足りないんだそうです。それと、人も集まらない、募集しても集まらないんだ

そうです。どういうことで人を集めるかというと、引き抜くしかないと言われているんです

ね。やはり労働単価も５円、10円ちょっと高ければそちらに移っちゃう。それと、村内には

介護人材の有資格者が結構いるんですが、資格を持っているんだけれども介護現場では働き

たくないということで、売り手市場なので、別に人の世話をしなくても働くことができると

いう話なんです。 

  そういう中で、本当に現時点ではかなり厳しい運営がされているんだと思うんです。です

から、介護専門職の人たちの異動が結構激しいし、募集しても人が集まらないと。それから、

スタッフも高齢化していると。例えば、ひだまり荘の人たち、パートの人材の介護職員がお

りますけれども、もう私は今まで以上に時間をとって介護の職業につくのはきつい、できれ

ばもう少し時間を縮めてほしいという話もあります。そうした中でも、人が集まらないため

に、需要に応えた対応をするのには、やはり無理しても働かざるを得ないというのが現状な

わけですね。ここがやはり改善しないと、なかなかこれから事業運営そのものが大変なので

はないかと思います。 

  それから、例えば社会福祉協議会の場合は、去年も私、介護保険事業の中で質問しました

けれども。民間だと、もうからない介護事業は手を放すんですね、簡単にね。ところが、社

会福祉協議会、社会福祉の拠点であるひだまり荘は、やはり赤字であっても運営せざるを得

ないという状況があります。ここをやはり、それは村の社会福祉協議会ですから、当然、民

間企業のもうからない事業の参入をしなくても、運営せざるを得ないという状況があります。

やはりこういう状況が実際あるので、これからやはり、先ほど村長は、高齢化率というか、

介護利用者が平準化していると言われていますけれども、平準化しても働くスタッフが少な

ければ、えらいことになるんだと私は思うんです。ですから、そこを見据えて、今いるスタ
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ッフも含めた、年齢も考えながら、新しい人材を発掘するということもやはり私は重要では

ないかと思うんです。民間の介護事業にかかわらず、民間は人が集まらないんですね、やは

り会社も。ですから、介護事業をやっている人からも人を、資格持っている人も人を引っ張

って、もうやめてうちの会社に来ないかということを平気でやります。 

  それから、労働条件は、ひだまり荘については、村に準じてある程度の一定の保障はされ

ていますし、私はほかの介護事業よりはある程度充実しているのかと思うんですが、やはり

５円、10円の単価であっても、働いている人はものすごく気にしながら自分の職場を見つけ

ているわけです。 

  先ほど村長は、スキルアップ、それから資格を取るのに経費の助成を検討するということ

で、本当にありがたいことだと思います。そういう部分で育成については、ぜひこれを実現

していただきたいと思いますし、やはり、ひだまり荘、それからグループホーム、それから

農協の介護事業所、郡内にもかなりあります、石川郡もそうですけれども、かなり厳しい状

況にあるということを考えると、育成、定着、それから確保、こういう部分でもう少し真剣

になってご検討いただければと思いますので、もう一度村長にご答弁をお願いいたします。 

○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） まず、村での、自分のことを考えますと、社会福祉協議会では今のと

ころ順調に回っているようであります。これが一番の原因は、居宅介護者が少なくなったと

いうことなんですね。人員が逆に余っている。余っているというか、自治として事業所の内

容を見ると、随分1,000万ほど下がっております。これは、そういったサービスを受ける人

たちがそういう施設に入ったんですね、自宅で介護するのでなくて。 

  ですから、私は、一番村民にとってありがたいのは、そしてそういったお世話にならなく

ちゃならない介護者にとっても、大切なのは自宅で介護できる。ですから、いつも考えてい

たのが、自宅で介護している介護人の皆さんに何か村で支援できればいいな、そういった施

設に預けるよりは、皆さん自宅で終末を、一生を終えてもらいたいなという思いが一番です。

それもなかなかそれぞれの、今、勤め人が多いわけですから、自由業者だとそれもかなうん

でしょうけれども、会社員、会社勤め、あるいはそういった勤務している人が多いんですね、

今。そういったことで、なかなか自宅介護は容易でなくなったということが現実であります

が、そういったことの対策のために社会福祉協議会に頑張ってもらわなければならないわけ

であります。 

  今、社協のほうに、ことし、修明高等学校鮫川校から申し込みがあったそうです、資格が
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なくてもいいですかと。最高の子供たちが鮫川村にいるんですね。資格は社協に入ってから

取ってもらうから全然平気ですよ、構わないですよということで、一人の、もう内示を出し

たそうです。うれしい限りであります。こういったことで、地元の高校生がこういった容易

でない介護職を選んでくれたということで、こういったことが、こういった小さな、小規模

の学校での教育にとても大事なことだなという思いを先生にお伝えしたところであります。

31年度には、そういった新規の女子高校生だそうですが、修明高等学校鮫川校からの希望者

がいるそうです。 

  こういったことで、できるだけ鮫川の皆さんには、高校に行って、あるいは大学に行って

も、こういった介護職を選んでもらえるようなそういった指導、しつけ、教育を家庭でもし

ていただくのが一番なんですね。家庭でも皆さんで、じいちゃん、ばあちゃんのお世話はあ

んたらがするんだよということで、みずからが余り遠くに行かないで地元の企業を選んでも

らってということで、ご指導いただければと思います。 

  そういったことで、高齢者に優しい村づくりを皆さんで考えながら、次の世代の人たちに

もこういった思いを伝えて、そういった企業を選んでもらえるような努力を、それぞれの集

まりというんですか、関係の中でお話をしながら、こういった改善を図ってまいりたいと思

っております。 

  以上で、お答えとさせていただきます。 

○議長（星 一彌君） ３番、北條君。 

○３番（北條利雄君） 介護人材の確保・定着・育成については、本当に重要であります。 

  介護人材の確保・定着・育成における課題という部分でいきますと、やはり求める人材と

か必要な能力、それから、資格を持った人材の応募が少ないというのが１つあるんです。先

ほど、高校生はやりたいという話、村長はされていましたけれども、やはり資格がないわけ

でありますけれども、一応形としてはやってみたいというお話ですが、やはり応募が少ない

んですね。 

  それから、業務に対する社会的評価、働いている人の社会的評価がやはり低いんですよ。

やはりこれを高めてやらないとだめだと私は思うんです。それから有資格者、それから無資

格者の役割が混在していますけれども、やはり評価制度、そういうものが整っていないため

に将来展望が見えないというのがあるんですね。やはり働いている人たちが、そこで必死に

なって働けるという将来展望があり、見出すような仕組みをつくってやらないと、これはま

ずいんだと思います。 
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  それから、介護する場合に、身体的、精神的に負担が大きい、そして労働環境が整ってい

ないとよく言うんです。使用者側は、整っている、頑張って働けとはよく口にするらしいで

す、どこの施設もそうです。ところが、介護をやられている人は精神的にきつい、身体的に

もきつい、労働環境もあっちのほうがいい、今のところよりあっちのほうがいいという話を

年中されるんです。それは、そういうことがあるから年中言葉に出してやっているんですね。 

  それから、仕事の割には賃金が低いと言われています。一般のパートと全く同じというの

は割が合わないね、そんなことを平気で言うんです。そういう状況があるわけですね。ひだ

まり荘に限らず、やはり管内も含めて鮫川の高齢者介護者が利用している施設全体にやはり

言われるような状況です。 

  これらをやはり改善してやらないと、これからスタッフがいない中でどうするんだという

話。やはりここは将来を見据えた、きちんと、対策が今から必要ではないかと私は思います。

ぜひ、村長もいろんな役職を持っていて、介護現場も含めて、いらっしゃいますので、そう

いう部分で、現場の声、現場の職員の話を聞きながら、もう少し村でできる改善方策を検討

していただきたいと思います。 

  もう一度ご答弁をお願いします。 

○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） まず、この介護保険制度、そして医師不足、これは大変な問題なんで

すね。それで、その職業が嫌われているんですね。 

  きのうは福島県の保健福祉部に、おとといは県立医大のほうに要望活動に行ってきました。

これは塙厚生病院、地元の基幹病院、中核病院でありながら医師不足で思ったような診療を

してもらえない。郡内の人にとってみれば、とても大事な病院なのに不安だということで。

産婦人科医、小児科医、そして、今、人口透析も厚生病院でやっているんですけれども、先

生が１人対応なんですってね。ですから、これも２人対応にぜひ配置していただきたい。こ

ういったお願いをしてきましたが、福島県全体がこういった問題を抱えているそうで、これ

の解消には、一番はやはり自分のことは自分で賄う、それぞれの町村で努力して自分の地域

でということで、私は、きのうは、もう保健福祉部には来ない、自分の地域は自分で守るよ

うに、しっかりうちに帰って子供の教育が始まるんだ、それぞれの地域で頑張っぺという、

そういうお話をさせてもらいました。 

  去年は棚倉町から、おととしは塙町から、それぞれ県立医大、学法石川からも去年は２人

ほどいたかな。そういったことで、地元でも頑張ればそういった、まあ10年はかかりますね。
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医者になるのには、今の高校生から大学に行って６年間習って、初期研修やらせられると10

年かかるかな。ですから、本当にそれは平成40年になるんでしょうけれども。本当にそうい

った、地元で頑張って、地元でそういう教育をして、そういった環境、よそから賄うという

のは容易でないですね、県南地方もそうです。県南に医者を呼び込むにも相当な覚悟で給料

を上げたり、職場の改善を図らないと、町場と同じ条件ではとても来てくれない。これは先

生自体はいいんですけれども、次の代、果たして今の教育環境の中でと今考えているんです

ね。もう少し、教育力も地区を上げなくちゃだめだということで、県南の教育レベルも上げ

ようという思いで今、ずっとそれは訴えながら頑張っているんですけれども、なかなか成果

が見られませんが、今、私立高校でありますが、学法では今頑張って、特進科でいろいろ今、

着実に成果は上がっているようであります。 

  こういったことで、本当にこういった医師もそうです、介護職はなおさら、腰に負担がか

かるとか、本当に容易でないそうです。こういったことで、今、ロボットなんかも開発され

ているんですね、介護ロボ。できればそういった介護ロボなんかも、鮫川の社協のほうには

そういった方はおりませんが、みやぎ会のほうにはそういった方が多いわけです。こういっ

たときには、そういった施設には村でも支援して、皆さんがみやぎ会を選んでもらえるよう

な、そういったことも、対策も必要かなとは考えています。 

  あと、職場の改善ですが、一番手っ取り早いのは給料をアップして、もう少し将来を展望

できるような給料体系が一番いいんでしょうけれども、これは介護保険の改正ですよね。介

護保険の改正というのは、今、使う人のほうが多いんですね、積む人より使う人のほうが多

い。人口減少が災いしているわけです。こういったことで、国の対策はどうなんだ、もうち

ょっとそちらのほうに国費をつぎ込めないのか、県費をつぎ込めないのか、村費をつぎ込め

ないのか、そういったことになりますね。 

  そういったことで、まず、こういった原因は少子化対策にもあると思います。みんなで改

善しながら、あとは自宅での介護も、これから村ではこちらのほうもしっかり支えるような

仕組みづくりが提案できればいいなと考えております。こういったことをお答えしながら北

條議員の質問のお答えとさせていただきます。 

○議長（星 一彌君） ３番、北條君。 

○３番（北條利雄君） 介護人材確保、定着、それから育成については、ぜひやはりきちんと

進めてもらいたいと思うんです。 

  現在、介護保険計画は第６期計画ですか、第７期計画も間もなく策定することになるんだ
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と思うんですが、やはり新たな視点で、人材の確保・定着・育成というのは、重点事項とし

て第７期に計画にのっけてほしいと私思うんです。やはり、村長が言ったとおり、スタッフ

が足りないということで、介護ロボットの導入とか外国人を雇用するとかといういろんな対

策、特に過疎地なんかはまさに外国人を雇用するとかという話までやられているし、実際や

られていますよね。そういうことにならないように、やはり鮫川村はしていかなければなら

ないんではないかなと思っています。特に、先ほど村長が言ったとおり、資格取得の支援と

かキャリアアップのための支援を検討したいと。ぜひお願いしたいんですが、やはり第７期

計画の中では、まず介護の仕事の魅力の発見の講座とか、スタッフの入門講座とか、それか

ら再就職者向けの研修とか、それから担当者のセミナー、それからヘルパーの養成研修、そ

れから就職相談会、それから、先ほど村長が言った資格取得支援、これらも含めて重点な課

題として、やはり第７期計画にぜひ盛り込んでほしいと思います。それほど現場は逼迫して

いると私は考えていますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  次に、質問に入りたいと思います。 

  第３点は、認定こども園の幼稚園教育と小学校教育との接続についてであります。 

  さめがわ認定こども園がスタートしております。認定こども園は保育と教育の両方の機能

を持った施設でございます。認定こども園の新設は、子育て支援の総合的な提供を行うとし

てつくられており、子育て家庭に新たな選択肢が広がったと考えております。 

  そこで、幼稚園教育と小学校教育との接続についてでありますが、今まで教育課程の接続

が十分であるとは言えない状況であったりするなどの課題も見られたと思います。このため、

幼稚園においては、３つの側面からのカリキュラム・マネジメント、学校の教育目標の実現

に向けて、子供や地域の実態を踏まえ、教育課程を編成、実施、評価し、改善を図る一連の

サイクルでございますが、これらを計画的、組織的に推進していくことであります。そのた

めの条件づくり、整備であります。それは学校経営の営みにおいて、中核に位置づけられて

いるものであります。これらを捉える必要があります。この機能を十分に発揮して、幼児の

実態などを踏まえた最も適切な教育課程を編成する、保護者や地域の人々を巻き込みながら、

これを実施し、改善、充実を図っていくことが求められております。幼稚園教育と小学校教

育との接続に関して次の点についてお伺いをいたします。 

  １つは、各領域の狙いを相互に関連させながら、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿や、

小学校の学びを念頭に置きながら幼児の調和のとれた発達を目指す、幼稚園などの教育目標

などを踏まえた総合的な視点に立ち、その目標の達成のために必要な具体的な狙いや内容に
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ついて伺います。 

  ２つ目は、教育内容の質の向上に向けて、幼児の姿や就学後の状況、家庭や地域の現状等

に基づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルです。

これらは管理業務を円滑に進める手法の一つでございますが、Ｐｌａｎ（計画）、それから

Ｄｏ（実行）、Ｃｈｅｃｋ（評価）、Ａｃｔｉｏｎ（改善）の４段階を繰り返すことの確立

についてであります。これらを伺います。 

  ３つ目は、教育内容と教育活動に必要な人的・物的資源等を家庭や地域の外部の資源も含

めて活用しながら効果的にする組み合わせについてお伺いをいたします。 

○議長（星 一彌君） 教育長、奥貫洋君に答弁を求めます。 

  教育長。 

〔教育長 奥貫 洋君 登壇〕 

○教育長（奥貫 洋君） ３番、北條利雄議員の３番目のご質問、認定こども園の幼稚園教育

と小学校教育との接続についてのご質問にお答えいたします。 

  今日の少子化時代にあって、育児サービスの多様化に伴って生じる、さまざまな問題点を

解決するための政策が幼保一元化だと思われます。 

  第１点のご質問にお答えいたします。 

  幼児教育と小学校教育との違いは、これは幼稚園教育要領と学校教育要領によってそれぞ

れ行われることであります。特に幼児教育については、将来の活動に必要なものは全て体験

を通して身につけさせるということですので、意図的・計画的になされています。小学校で

はそれらを踏まえて、児童の実態を踏まえた授業を行っています。具体的な例を挙げれば、

数を数えるということ、これは生活の中で学校に入る前に行われています。小学校では、そ

の上に立って、数値と数の違いなどを体系的に学び、接続がスムーズに行われるように学ぶ

ことが意図的に配列されています。 

  次に、ご質問２点目の教育内容の質の向上に向けて、幼児の姿や就学後の状況、家庭や地

域の現状等に基づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイ

クルの確立につきましては、意図的・計画的に行われる児童教育、学校教育では、年次計画

により配列されています。対象となる子供によって、計画（Ｐ）、実行（Ｄ）、反省（Ｃ）、

行動（Ａ）がなされ、常に改善を大切にしています。しかし、課題としては、対象となる子

供が異なるので、指導者には一層の研さんが求められています。 

  ご質問３点目の、教育内容と教育活動に必要な人的・物的資源等を家庭や地域の外部の資
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源も含めて活用しながら効果的にする組み合わせについてでありますが、教育・保育の活動

の中で、村内外の方に協力をいただいている活動がたくさんございます。この季節ですと、

西野区の老人会の方々の力をかりて、野菜、苗の植えつけを体験しています。また、鮫川漁

業組合の方に、鮫川の水質などの話を聞きながら、ヤマメの稚魚の放流をお手伝いさせても

らったりしています。臼ときねを使った餅つきなども老人会の方々の力をおかりしておりま

す。中学校のＡＬＴに来園していただいた英語ふれあい教室も開いています。昨年度までは、

幼稚園、５歳児のみだったのですが、ことしからは幼児部、幼年少、年中、３、４歳児も月

に１回ですが、参加するようになりました。県外からも昔話を語ってくれるお話おばさんに

来ていただいたり、人形劇団、友達とのつながり遊びなどの触れ合い遊びを楽しませてくれ

るパフォーマーなどにも来ていただいたりしています。子供たちが楽しむだけではなく、保

護者たちもその方たちを囲んで勉強会を開き、来園してくださる先生方にたくさんのことを

学ばせていただいています。特別な方を招いてということだけではなく、ちょっとした散歩

でも、地域の田畑の作業をしている方と言葉を交わしたりするだけで、子供たちはたくさん

のことを学んでいます。 

  以上、北條議員の３番目のご質問のお答えといたします。 

○議長（星 一彌君） ３番、北條君。 

○３番（北條利雄君） 認定こども園がスタートしました。今まで保育所、幼稚園ということ

で部局が２つに分かれていたわけですが、教育委員会が管轄するようになったということが

１つありますし、いろんな努力がされているのかなとは思うんですが、私もちょこっと携わ

ったことはあるんですが、やはり幼稚園から小学校に行く過程のその接続は、みんな当たり

前に、小学校に入学した、おめでとう、頑張っているんだねという話があるんだけれども、

やはり指導者である教諭の皆さんとの交流も含めて、そこが十分であったのかなかったのか

といったならば、これはやはり十分じゃなかったんじゃないかなと、私は、逆に私自身が反

省しているんですね。やはりもう少し幼稚園時代に小学校の先生たちと認識を一つにして次

につなげていくということが、私、大事なんだと思うんです。そういう部分では全て解決す

るわけではないのですが、やはり村内の子供たちがきちんと育ってほしいという部分では、

そのつながりというのは十分であります。現時点で、認定こども園になってからの、幼稚園

と小学校とのつながりについてはどのような体制で運営をされているのか、もう一度お伺い

をいたします。 

○議長（星 一彌君） 教育長。 
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○教育長（奥貫 洋君） 幼稚園と、それから子どもセンターと小・中学校とのつながりとい

うことでございますが、私は、鮫川村の場合は他町村よりも極めてうまくいっているのかな

という感じがいたします。その理由を幾つか申し上げたいと思います。 

  １つは、何年か前に、幼稚園か小学校か、鉛筆の持ち方というのがありました。これ、何

回か園長、校長同士が話し合い、協議しました。結果的には、これは、箸やスプーン、クレ

ヨンを持ったりするんだから、幼稚園でやったほうが効果的だということで。それ以来、こ

の問題はある程度解決しているのかなという感じがいたします。 

  それから、幼稚園に小学校の先生が、中学校の子供たちの幼稚園訪問をして、子供たちと

の様子をわかっている。そして、いろいろ、ＳＵＮ３プランという学力向上会議があるんで

すけれども、このＳＵＮ３プランの中にも、小学校だけじゃなくて幼稚園の先生にもおいで

いただいて、授業を一緒に、双方の授業を見せ合って、悩み事、あるいは効果的な方法等の

協議をしているという点では割とスムーズでないのかな。そのスムーズにする目玉として、

１つは健康づくり、村で進めている虫歯をつくらない運動、それから早寝早起きという生活

リズム、食事指導、それから言葉、言語、言葉遣い、これは子供同士、親子、家庭の中での

言葉遣い、こういったものを含めて、子育てに適した家庭環境づくり、この辺も大変、他町

村よりはスムーズにいっているのかなと思っていますけれども、決して満足しておりません。

これからも継続してまいりたいと思います。 

  以上です。 

○議長（星 一彌君） ３番、北條君。 

○３番（北條利雄君） ぜひ、認定こども園と小学校の接続については、今までのこともあり

ますけれども、やはり非常にきちんとしたつながりを持って、次につないでいくご努力をお

願いしたいと思うんですよ。 

  それと、もう一点お伺いしたいんですが、幼児教育の充実を図るという部分で、県の教育

機関というか、幼児教育の経験をもった指導主事らとの配置とか、そういう部分が鮫川の場

合、現時点でどうなっているのか、幼稚園も含めて、小学校も含めて。指導主事という制度

がありますけれども、これらについての運用は、この認定こども園が加わったことによって

どのように変わったし、現在行われているのかどうだか、もう一度お伺いをいたします。 

○議長（星 一彌君） 教育長。 

○教育長（奥貫 洋君） 指導主事というのはどういうことかといいますと、国の法律では、

全国の市町村に入れるのが望ましいということで、大変ありがたい言葉なんですけれども、
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現実的には、福島県の場合は、町までは大体入っているのかなと思うんですけれども、この

県南地区では入っていないのは本村と、それから中島村だけだろうと思います。これは、入

っていただければ本当に望ましいんですけれども、財政的に大変な負担がかかります。です

から、それは難しいと思いますけれども、幸い本村には経験豊かな元先生もいらっしゃいま

す。それから、かつてここの村で勤めた方々がおいでになりますので、いろいろな悩みがあ

る、あるいは指導を受けるというようなときには、その指導主事の機能は、100％とは申し

上げませんけれども、大丈夫だろうと思います。 

  そんなことで、決して指導主事がいないから本村は負けているということではありません。

積極的に、幸い県南教育事務所等も研修等でお呼びすることもできますし、こちらから行っ

ても相談に乗ってくれるということで、体制はできておりますので、私自身は余り、ない物

ねだりはしないようにしたいと思います。 

  ありがとうございます。 

○議長（星 一彌君） ３番、北條君。 

○３番（北條利雄君） 指導主事、鮫川と中島村が配置されていない、経費もかかるというこ

とでありますけれども、配置をしなくても、巡回して指導できることはできるとは思うんで

す。これは不定期かもわかりませんけれども、そのくらいの努力は教育機関として、県もそ

うですが、やはりそのくらいのことは配慮すべきだと思うし、鮫川と中島がいないから、経

費がかかるからの話じゃなくて、やはりそれらの資格を持った指導主事が巡回しても、幼稚

園から小学校、中学校も含めて、やはり巡回しながら指導をしていくという部分で、そうい

う体制を確立していかないと、鮫川だから、中島村だから人を配置しなくてもいい話になっ

ちゃいます。経費がかかるから要りませんという話じゃないので、やはりそれなりの任務あ

るわけですから、これをやはりぜひ県に、巡回でもいいから指導をしていただくように要望

をお願いしたいと思うんですが、もう一度教育長の答弁をお伺いいたします。 

○議長（星 一彌君） 教育長。 

○教育長（奥貫 洋君） これはもう既にやっております。ですから、これはもう日常化して

おりますので、先ほども申し上げましたように、定期的に、あるいは不定期的にやっており

ます。ですから、そのためにということではございません。 

○議長（星 一彌君） ３番、北條君。 

○３番（北條利雄君） やっているということで、幼稚園もですか。幼稚園のほうにも巡回指

導されているということです。 
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  そういうことで、今あったけれども、県は小さな、小規模な自治体の認定こども園、小学

校、中学校は無理しないように、経費がかかるからという話じゃなくて、やはり県内にいる、

どこに住んでいても、やはりきちんと本来は同じことをやってほしいというのが私の要望で

あります。そういう部分では逆に、専門の人が配置できなければ、もう少し小まめな巡回指

導をやるべきだと私は思いますので、ぜひ、この辺の回数も含めて、ご要望をお願いしたい

と思います。 

  以上をもちまして、今般の一般質問、私の３つの質問を終わりにさせていただきます。ご

協力ありがとうございました。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 宗 田 雅 之 君 

○議長（星 一彌君） 10番、宗田雅之君。 

〔１０番 宗田雅之君 登壇〕 

○１０番（宗田雅之君） 第４回６月定例議会において、２点について質問させていただきま

す。 

  まず１点目、搬送システムの現状と対策についてお伺いいたします。 

  高齢者の増加に伴い、医療機関、緊急搬送に頼る機会が多くなる中で、医療機関が少なく、

病院から遠距離にある本村においては、搬送にかかる時間は生死にかかわる問題であります。

現在、救急車が到着後から搬送に至るまでの時間がかかり過ぎているように感じます。村民

の方からも多く聞きます。これは受け入れる病院の問題なのか、搬送する機関のシステムの

関係なのか、防犯・防災とあわせて高齢者が安心して暮らしていくためには大変大切なこと

であると考えます。村民の安全・安心を守る村としてのご所見をお伺いいたします。 

○議長（星 一彌君） 村長、大樂勝弘君に答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 大樂勝弘君 登壇〕 

○村長（大樂勝弘君） 10番、宗田議員の搬送システムについての質問にお答えを申し上げま

す。 

  救急車は、その名のとおり、患者の生命に係る重大時に出動し、救命活動の根幹となるも

のであり、搬送時間のおくれは患者の生死を左右する大変重要な問題でもあります。白河地

方広域市町村圏消防本部によりますと、平成29年中における白河広域管内の救急出動件数は

5,789件、搬送人員は5,200人であります。前年と比較すると、出動件数で21件、0.4％の減
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少となっております。白河広域圏管内の救急出動件数の推移を見ますと、この20年間では、

ほぼ倍増しております。村内の平成29年中の出動件数は133件で、前年度と比較して40件、

23.1％の減少となりました。また、白河広域管内で１日当たりの出動件数は15.9件、搬送人

員は14.2人であります。現場到着までの所要時間が平均で9.7分、前年は9.8分。医療機関収

容までの所要時間は平均で49.1分、前年度は50.7分となっております。少しずつ改善はされ

ているんですね。 

  救急車が現場に到着すると、救急隊員が患者を観察、判断し、必要な措置を行い、救急車

に収容してから搬送先の病院を手配します。患者の受け入れをしてくれる病院が決まってか

ら、救急車は出発ということになっているそうです。例えば、脳血管疾患の場合、脳外科が

ある専門病院に搬送するわけですが、塙厚生病院には脳外はありません。白河市、あるいは

郡山市の病院に連絡をとり、患者の受け入れが可能かどうかを確認したり、場合によっては

ドクターヘリを要請したりして、受け入れ可能な病院を探し、搬送先が決まってから出発す

ることになります。患者受け入れの要請を受けた病院側も、そのときの状況により、受け入

れが難しいことも多々あるため、救急車から複数の病院に確認したり、繰り返し要請したり

するため、搬送先が決まるまでに時間がかかるということも多いそうであります。この搬送

先の病院が決まるまでにかなりの時間がかかるので、宗田議員がご指摘のように、救急車が

到着してから搬送に至るまでの時間がかかり過ぎると感じられるものだと思います。 

  また、白河広域管内では、救急医療の確保を図るため、病院群輪番制方式により第二次救

急医療体制を整備し、在宅当番医制度との初期救急医療及び救急患者の搬送機関である白河

広域市町村圏消防本部との円滑な連携のもとに、夜間と休日・日中における入院治療を必要

とする重症患者の医療の確保に努めています。現在、この白河地方の第二次救急医療体制に

参加している病院は、白河厚生病院、会田病院、白河病院、塙厚生病院の４つの病院だけで

す。以前はもっと多くの病院が参加していました。平成16年度を見ますと、８つの病院が参

加していましたが、医師確保の問題等から脱退する病院が出て、現在ではというか、平成24

年度から現在までですが、４つの病院だけとなっています。４つの病院で輪番制を担ってい

るということであります。輪番制に参加している病院からは、ふえ続ける夜間や休日の緊急

患者に対応する救急病院は大変疲弊しているので、患者にもできるだけ医師が多くいる昼間

の時間帯に病院に来る努力をしてほしいという声が上がっているのも現実であります。 

  また、最近の若い医師は専門化されているので、専門外にも対応していなければならない

当直のやり手がいないということも言われています。患者の方も専門の医師に診てもらいた
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い人もふえています。また、福島県は医師や看護師などの医療人材が不足している状況が続

いているという課題もあります。 

  いずれにしましても、救急患者の速やかな搬送は一番大事なことでありますので、白河地

方広域市町村圏消防本部におきましても、管内の全ての救急車の稼働状況を24時間体制で監

視し、救急要請があった場合、現場に一番近いところにいる救急車が駆けつけるようにして

おります。例えば、患者を病院に搬送した後に、消防署に戻る途中の救急車が現場に一番近

ければ、その救急車が駆けつけて救護する。そんな体制をとっているようであります。救急

車の速やかな搬送のために消防署も努力はしております。ただ、現実に搬送先の病院が決ま

るまでに相当の時間を要している現在の状況を少しでも改善するために、救急病院の医師確

保を初め、医療体制の充実について、国や県にさらに働きかけていきたいと思います。 

  以上で、宗田議員の１つ目の質問のお答えとさせていただきます。 

○議長（星 一彌君） 10番、宗田君。 

○１０番（宗田雅之君） 救急搬送する消防隊、これは私らも、いつもいろいろな関係でおつ

き合いしていて、一生懸命やっているのは確かにこれはわかります、身にしみて。ただ、救

急車を頼んだ患者の立場からすれば、一刻も早く病院に運んでもらいたい、そういう思いと

いうのは、これは誰しも同じだと思います。まして白河広域管内でやっている病院関係のシ

ステムですから、なかなかその中で医師の確保だとかさまざまな問題は、私はあるのだと、

それも存じております。ただ、これは打破していかなかったならば、地方の高齢者、若者、

全て患者となり得る人は、やっぱり地方離れ、そういうものも考えられるんではないかと思

っております。 

  そこで、村長にお伺いしたいんですけれども、白河広域圏ばかりでなくて、須賀川、郡山、

福島、30分も40分も患者が待っているんだったらば、はっきり言って、郡山には救急車なら

30分40分で行っちゃうと思います。もっと重症だったらばドクターヘリもあります。そうい

うシステムの構築というのも、私は、お金はかかるんだろうとは思いますけれども、そうい

う病院との連携を図るのも一つの方法ではないかなと思いますけれども、その点について村

長のご答弁をお願いします。 

○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） まず、消防署で考えているのも、一番は患者を、一番安全な方法で速

やかにということを一番前提としているんですね。ですから、塙厚生病院で、一番は塙厚生

病院なんですけれども、近いのは、鮫川の場合には。塙厚生病院で対処できる、処置できる
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患者ならば塙厚生病院、それがだめならば白河、そういうふうになっていくんですね。相当

重症化が予想される場合には最初から大きな病院にお願いするんですけれども。できれば、

やはり患者も、火災もそうですね、初期の治療がとても、そういう専門家の治療が大事なん

ですね。ですから、仕分けをしてもらうために塙厚生病院に行って、これは容易でない、ド

クターヘリだ、消防署員ではわかりませんよね。そういったことで、一番最初に近場の病院

を、村でいうと塙厚生病院を頼るのは、これはやむを得ないのではないかという思いはあり

ます。ただ、それが最初から、今手術中とか何か、白河でも脳外の先生がいても手術がして

いればそれは受け付けない。白河にはいないから郡山にいるんでしょうけれども。そういっ

たことで、いろいろ最善は尽くして、毎回毎回、いるんですね。ですが、絶対的に言えるの

は医師不足ということがありますね。 

  そして、日本の医療制度の悪いことに、今、専門化をしているんですね。専門化するとい

うことは、地方にはそういった先生が少なくなっているんですね。大きい病院、大きな都市

で先端の医学を学ぼうとするのが、これは医者だばしようがないないわね。地方にいては、

そういった最先端の医療機器も使えない、あるいは技術も習得できない。皆さん中央にばか

り行っちゃう。そういった専門医制度でなくて、医者は何でも診れるオールマイティーな、

そんな医者をつくるべきだと、私らはそういった問題提起をしているんですね。なかなかそ

ういう声が通らなくて、どうしても中央集権主義に今の政治がなっているのが、一番悪いと

思います。 

  こういったことで、一番大事なのは、もう少し医師不足を解消することから始まって、福

島県に医師不足をできるだけ早く解消すると、こういった問題も解決できるのではないかと

は思っています。極力、消防署との話し合いの中では、いつもそれが課題になります。搬送

先がなかなか決まらない、本当に申しわけないけれども病院の都合だわね。そちらで決まら

ないのが、一つの原因としては医師不足だということが、いつも訴えられています。ですか

ら、行政側としては、私らとしては、医師不足の解消ということで常に努力しているという

ことであります。 

○議長（星 一彌君） 10番、宗田君。 

○１０番（宗田雅之君） 消防署員も相当、医療に関しての勉強会はやっているように聞きま

すし、初期対応もかなり進んでいるように聞きます。あとは初期の対応として、これはどう

しても夜はなかなか村の診療所では難しいだろうと思いますけれども、村の診療所でも、あ

る程度の初期の対応は時間内であればできるんだろうと。また、今現在、やっぱり高齢者の
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お医者さんですから、診療所の先生ですから、なかなか夜遅くまでやれとか、あそこに医療

医師住宅があるんだから、あそこに住んでくださいというのもなかなか難しいとは思います

けれども、医師住宅に住めるような医者も含めて、今後そういう対応は、私らもどうしても

こういう地方の人口減少が進んでいる中で、やっぱりそういう対応というのは人口減少に歯

どめをかけるためにも、どうしても必要な一環であろうと思っております。ぜひともその点

お願いいたしまして、１点目の質問を終わります。 

  ２点目、シェアハウスの設置の考えについてお伺いいたします。 

  人口が大きく減り、高齢者がふえ、防犯・防災、孤独死などさまざまな問題が危惧される

中、人口ボリュームの大きい団塊の世代が75歳になる2025年には、高齢者の増加に伴い社会

保障給付費が膨張するだけではなく、医療機関、介護施設不足が大変心配されます。そのた

めにも、高齢者の安全・安心、そして遠方で暮らす子供たちの心配の軽減を図るため、高齢

者が集団で生活できるシェアハウスの設置も検討すべきと思いますが、村長のご所見をお伺

いいたします。 

○議長（星 一彌君） 村長、大樂勝弘君に答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 大樂勝弘君 登壇〕 

○村長（大樂勝弘君） 宗田議員の２つ目の質問、シェアハウスの設置についての質問にお答

えを申し上げます。 

  団塊の世代が75歳以上になる2025年をめどに、誰もが住みなれた地域で人生の最後まで安

心して日常生活を営むことができるよう、包括的かつ継続的な支援を行う地域包括ケアシス

テムの構築を実現するため、国、県、市町村が連携して現在取り組んでいるところでありま

す。 

  ことし３月に作成しました第８期鮫川村高齢者福祉計画、第７期鮫川村介護保険事業計画

の中で本村の高齢者人口を推計しておりますが、それによりますと、2018年の人口が3,481

人で、65歳以上の高齢者人口は1,273人、そのうち75歳以上の高齢者人口は734人、65歳以上

の高齢化率は36.6％です。2025年の推計人口は3,013人、65歳以上の高齢者人口は1,273人、

うち75歳以上の高齢者人口は657人、65歳以上の高齢化率の割合は42.3％となっております。

この推計では、今後７年間に前期高齢者は増加するものの後期高齢者が減少し、総人口が減

少するため相対的に高齢化率は上昇しますが、65歳以上の高齢者人口はほぼ横ばいで推移し、

現在と同程度であると推計されております。 
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  おただしの高齢者のためのシェアハウスの設置ですが、現在、本村にはシェアハウスに類

似する施設として、高齢者総合福祉センターひだまり荘の中に居住棟があります。居住棟は

平成８年の開設以来、ひとり暮らしの方などで独立して生活することに不安のある方などを

対象に利用されております。開設当初は冬の間だけ利用する人がほとんどでしたが、現在は

年間を通して利用する人が多くなってきました。また、ひだまり荘の敷地内には、平成19年

度に高齢者向けの有料賃貸住宅を建設し、平成20年４月から、ひとり暮らしの高齢者等の住

宅として安心・安全な居住環境を提供してきました。いずれの施設も食事は自炊のため、自

立して生活できる方が入居の対象です。近年、入居希望者は増加傾向ですが、退去する方も

それなりにいるため、需要と供給のバランスは村ではほぼとれているところであります。た

だし、今後の入居希望者の増加を見込み、居住棟の増設については、今検討しているところ

であります。 

  また、ひとり暮らしの高齢者のために、村では緊急通報装置の貸与などを行い、高齢者の

見守りや緊急時における対応など、安全・安心の確保に努めております。議員がご提案の、

高齢者が集団で生活できるシェアハウスの施設については、今後検討していきたいと思いま

す。シェアハウスは、基本的には個人のスペースと共有のスペースがあり、入居者が共同で

食事を用意したり、お風呂やトイレなどを掃除しながら、施設の管理も自分たちが行うこと

になります。また、入居者が介護保険制度のサービスを受けることになったとき、シェアハ

ウスでは共有スペースの関係で利用できるサービスが制限される場合もあります。シェアハ

ウスは１つの屋根の下でさまざまな個性の他人同士が共同生活することになりますので、ト

ラブルも懸念されますが、高齢者が安心して生活していくための有効な一つの方法だとは思

います。今後は慎重に検討していきたいと思います。 

  以上で、10番、宗田議員の２つ目の質問のお答えとさせていただきます。 

○議長（星 一彌君） 10番、宗田君。 

○１０番（宗田雅之君） 介護施設とか老人ホームなどと区別したこういう施設、若者が集ま

る元気な生き生きとしたシルバータウンの創設の一環として、こういうシェアハウスなんか

も私らは一つの方法かなと思います。居住棟あるのもわかります。ただ、居住棟は、村長が

答弁したように、個々の人が部屋に入って生活するわけであります。どうしても、個々にや

っぱり部屋に入れば、認知症だとかいろいろな弊害もあるんだろうと思います。そのために

も共同生活をして、そういう日常生活を送ることによって認知症予防、あとは介護施設に入

る、老人ホームに入る、そういう予防対応になる、一歩前の、私は施設の管理だと思って提
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案いたしました。 

  先ほど北條議員のほうから、介護スタッフの不足だとか、どうするんだという話はかぶる

ところはあると思いますけれども、実際のところ、就労人口減少に伴って就労人口が減るわ

けですから、介護スタッフは減るのは、これはしようがない。介護環境だってそんなによく

ないし、若者はそんなに希望して入るものじゃないとは思います。だから、どうするんだと

いうことになるんですよ。だから、少ないスタッフで介護するのには、どういう方法がある

のかなということで、そんなふうにある程度集約化してお年寄りに入っていただいて、これ

はあくまでも希望者でしょうから、希望者に入ってもらって、その場所に10人でも20人でも

集まれば、そこにスタッフを１人向けて、20件回るより１件回ったほうが効率がいいんだと

思います。あとは人件費も浮きますし。そういうシステム、そのためにこういうシェアハウ

スというのは、私らの鮫川版シェアハウスでいいと思うんです。今、全国的に若者のシェア

ハウスも結構、今、人気を呼んで、はやっているそうです。だから、元気なシルバータウン

づくりについて、村長、ご所見をお伺いします。 

○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） そうですね、まず最初に、今、シェアハウスよりは居住棟の整備が優

先かなということで、今指示はしております。あのひだまり荘の居住棟の、今ある８人利用

している居住棟を、あの倍ぐらいにできないかなという思いでおります。なかなか東北の人

は、町場の人と違って、共同生活というのがなかなか容易でない、苦手だと思うんですね。

その辺、居住棟ですとプライベートはしっかりと保てる。あと、皆さんとの交流の広場もき

ちっと設けてやっている。こういったことで、あとは、職員が行き来して監視もできるとい

うことで、居住棟が今のところいいのかなという思いであります。そういったことで、シェ

アハウス等もこれから社会福祉協議会のほうに提案をして、どういったものかということで

検討させていただきたいと思います。お答えとさせていただきます。 

○議長（星 一彌君） 10番、宗田君。 

○１０番（宗田雅之君） 今のいろいろな共同生活の問題、答弁いたしましたけれども、一つ

の住宅の中にプライベートスペースとパブリックスペースというのが設けられるんですよね。

だから、集団で生活する面と個人的に個室で自分で生活できる、そういうシステムができる

施設なんですよね。 

  それで、私、今、青生野小学校、青生野の地区からどういう要望が、今、小学校の利用で

出ているか、ちょっと私はわからないんですけれども、青生野小学校だとか富田小学校も、
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今、あれは手まめ館なんかで使っているんですか、そういう施設。あとは空き家などを利用

した、新たにお金かける必要はないと私は思っております、そういうのをちょっと改装すれ

ば、青生野の方が例えば、あの学校を10人なら10人、あくまでも希望をとってね、そういう

環境整備をしてやればどうなのかなという頭もちょっとよぎったものですから、こういうシ

ェアハウスの問題を、設置の話も出しております。その点、青生野小学校とか富田小学校な

どのシェアハウスの環境整備というのは、村長どうでしょうか。 

○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） まず、青生野小学校は、今、私らが議論する前に、地元の人たちが何

がいいのかということで、地元の皆さんが上手に協議してくださいよということで預けてお

ります。ですから、私らが今ここでお話をすると、皆さんの意見が方向転換すると気の毒で

すから、青生野の、本当に地元の人たちの意見を率直に、素直に受けている環境づくりに協

力いただきたいと思います。 

  まず、シェアハウスは、実は前に寄附をいただいた矢吹三郎邸と、実は考えたんですね。

あそこはとてもいい環境だと思ったんですけれども、建てるより改修費用のほうがかかりま

す。こういったことで、あそこをシェアハウスに直せは、何ぼかかるんだ。補助金なしで

4,000万だそうです。4,000万なら取り壊して新しく建てたほうがいい、そういったことで頓

挫しました。 

  そういったことで、宗田議員がお話しするように、老人を共同で生活する場合には、必ず

必要なのはスプリンクラーだそうです。スプリンクラーのないところには、居住できないそ

うです。こういった防火対策、あるいは安全対策を考えたときに、あるものを上手に改修す

るよりは新しく建てたほうが経費的には楽です。特に学校などは、防火対策は、あるいは冷

暖房の対策がしっかりしていないんですね。ですから、居住、住める場所ではないんですね。

ですから、あれを富田でも青生野でも、利用するとすると相当な改修費用がかかると思いま

す。こういったことで、それが民間ですとそれほど投資はしなくても大丈夫。それが、こう

いった自治体が入りますとそうではないんですね。安全を優先されて要求されますので、と

ても厄介な工事費が発生します。 

  こういったことで、今のところ学校の改修面では容易でないのかなという思いでおります。

もし始めるとしたらならば、これまた新しく建設してもっとよい場所を選んで中央付近にと

いうことになると思いますが、今ほど申し上げましたように、差し当たり居住棟を今検討し

ておりますから、その辺で対応しながら、こういった事態に合わせていきたいと思いますの
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で、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（星 一彌君） 10番、宗田君。 

○１０番（宗田雅之君） なかなか難しいところは、私らはわからないわけではないです。た

だ、何というんでしょうかね、これだけ高齢者がふえて、介護施設が不足、介護の人材が不

足する中で、こういう村の提案だとか、補助金要請だとか、そういうもろもろを要請してい

けば、国だって、私らは何かの助成はあってしかりだと思いますけれども、そういう職員も

なかなか限られた人数で大変だとは思いますけれども、その辺も一生懸命、研究、勉強して

いただいて、こういう補助金申請だとか、そういうものを要望してやっていただければ、こ

れからますます人が、高齢者が現状横並びといっても、やっぱり700人、今現在75歳、後期

老人人口が700人以上、超しているわけですから、それのこれから予防のためにも、ぜひと

もそういう居住棟はしかり、やっぱりシェアハウスも一つの検討課題として入れていただき

たいと思っております。 

  以上、２点の質問を終わります。ありがとうございます。 

○議長（星 一彌君） これで13時30分まで休憩いたします。 

（午前１１時４９分） 

──────────────────────────────────────────── 

○議長（星 一彌君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時３０分） 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 関 根 政 雄 君 

○議長（星 一彌君） 一般質問を行います。 

  ８番、関根政雄君。 

〔８番 関根政雄君 登壇〕 

○８番（関根政雄君） 今般の６月定例議会におきまして、鹿角平の環境整備、そして担い手

育成、さらには小規模災害箇所の対応ということで村民に直結するもの、また観光関係、そ

れから人材育成ということで、３点ご質問をさせていただきますので、ご答弁よろしくお願

いしたいと思います。 

  それでは、第１点目でございます。鹿角平観光牧場の環境整備と、クロカンコースの有効

活用についてであります。 

  村は、平成28年に地方創生の緊急支援交付金を活用し、鹿角平観光牧場合宿誘致事業に伴
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い、鹿角平観光牧場スポーツエリア構想を策定してきました。その内容は、全天候型トラッ

クや宿泊施設など理想的な施設も数多く提案されましたが、財政事情や費用対効果の観点か

ら再検討を要する事業等であるということで、私どもも認識をしたところでございます。 

  これらの大規模な施設整備は見合わせるにしても、観光客やスポーツ施設利用者の増加を

図るために、計画的な施設整備と誘客戦略を関係者や有識者を交えて検討すべきと考えてお

りますが、いかがでしょうか。 

  また、整備されたクロスカントリーの利用客も低迷していると感じておりますが、利用者

の増加を図るための営業の強化、さらに合宿施設としての廃校の利活用も視野に入れた施設

整備も今後は必要であると考えます。 

  観光とスポーツによる経済効果が生まれる村づくりについての村長のお考えについて、お

伺いをいたします。 

○議長（星 一彌君） 村長、大樂勝弘君に答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 大樂勝弘君 登壇〕 

○村長（大樂勝弘君） ８番、関根政雄議員の最初の質問、鹿角平の観光牧場についてお答え

を申し上げます。 

  鹿角平観光牧場では、これまでキャンプ場、コテージ、バンガローなどの宿泊施設やバー

ベキューの施設、天文台、クロスカントリーコースなど、観光拠点施設として整備をしてき

ました。 

  以前から広大な敷地を利用したスポーツ施設や宿泊施設が整備できないか検討を進められ

てきたこともあり、第４次の振興計画にも計画されてきました。 

  村では、国が進める地方創生の取り組みとして、平成27年度に「地域活性化・地域住民生

活等緊急支援交付金」の地方創生先行型を活用し、鮫川村総合戦略策定事業、鹿角平観光牧

場合宿誘致事業、産業おこしプロジェクト推進事業及び特産品開発事業の４つの事業を実施

させていただきました。 

  鹿角平観光牧場の合宿誘致事業では、高校、大学の合宿利用や、東京オリンピック事前合

宿候補地などを展開するため、鹿角平観光牧場を含めた周辺エリアの整備構想として、鹿角

平観光牧場スポーツエリア基本構想を策定し、全天候型の陸上競技場や宿泊施設などの整備、

将来的に自立化を目指した施設運営の考え方や経営主体等の検討を行ってきました。 

  施設整備については、補助金等の活用を含め検討しておりますが、事業費も相当な額とな
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るため、現在のところ事業着手については見合わせておるのが現状であります。 

  クロスカントリーコースの利活用の状況ですが、平成24年度のオープンから６年間で

3,174人の利用がありました。この数字については、鹿角平観光牧場管理棟に備えつけの利

用者名簿に記載されたもので、実際にはそれ以上の利用者があると思われます。高校、大学

などの合宿利用状況は、学法石川高校の陸上部が年１回以上、日本薬科大学陸上競技部が平

成27年、28年の２年連続で約１週間の合宿を行った実績があります。そのほか、ふくしま駅

伝チームの合宿利用や、スポーツ少年団等での利用もあります。今後の利用者増加に向けた

営業の強化については、現在のところ予定はしておりません。大学等の合宿誘致の場合、宿

泊施設の確保や食事の提供など数多くの問題があるため、今のところは、ほっとはうす・さ

めがわと連携した合宿利用を行っています。 

  計画的な施設整備と、誘客戦略の検討についてでありますが、通年利用可能なトイレ、シ

ャワー室、調理場、バーベキューの施設、食堂、売店などを備えた管理棟の整備や、国道

289号のバイパス開通に合わせたアクセス道路の整備などが考えられ、また、旧青生野小学

校については、廃校利用検討委員会での協議も進められているため、委員会の進行状況等を

見きわめながら関係者を交えて検討する必要があります。鹿角平につきましては、これから

も草原の景観を守り、観光スポーツエリアとしての活用を検討していきたいと考えておりま

す。 

  以上で８番、関根政雄議員の質疑のお答えとさせていただきます。 

○議長（星 一彌君） ８番、関根君。 

○８番（関根政雄君） 鹿角平観光牧場、今が一番１年間の中で季節が、緑地といいますか、

草地の管理が管理されていて、新緑が固まりつつあって、一番いい時期だと思います。 

  同施設は、観光センターに指定管理を委託しておりまして、懸命に芝生の管理を、そして

また周りの樹木の管理もあわせてやられておって、１週間のうちに１回程度刈り込みして、

非常にいい状況に今なっておりますが、ただ、大型施設の改良等々は答弁にもありましたと

おり無理であるということもあって、しかしながら毎年キャンプ場には多くのキャンパーが

訪れています。宿泊棟、特にバンガローの老朽化、近年ロッジが新しくなりましたけれども、

傾斜に木造のバンガローの施設が非常に老朽化していて、既に更新、建てかえする時期であ

るということとか、それとあと管理棟、今回トイレを直していただきましたけれども、管理

棟も改修する時期を計画しなくてはならない。 

  そして、あそこは担当課はよく御存じなんですけれども、水が不足するんです。最盛期、
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水不足のときには水が渇水してしまうということで、水道の掘り下げ等の事業も実施してい

ただきましたけれども、水不足に悩む地域でありますので、そういった最低限度の宿泊地、

あと駐車場がいまだに砂利敷になっておりまして、障害を持った車椅子の方々は、あそこは

なかなか難しいということで、駐車場の整備もあわせて、今後計画的に整備していかなくて

はならない状況にありますが、村長先ほど言った今後の施設の、今まで直していただいた部

分に関しては、大変商工会関係者も感謝しております。 

  今後また、私が今述べた宿泊施設とか、それから管理棟、駐車場の整備もあわせて水の確

保ですね、こういったものも含めて今後どのように整備計画をお考えなのか、お聞きしたい

と思います。 

○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） まず、管理棟でありますが、皆さんからの利用頻度、あるいは利用状

況を見ましても、とても使いづらく狭苦しくなってきたという話はもう四、五年前から聞い

ております。ただ、幸いなことに、今度平成32年までは、あそこバイパスが通る計画になっ

ております。ですから、そのバイパスの開通にあわせて、あの付近に、あの場所でいいのか

なという思いもありますし、管理棟の全面建てかえ工事、これは今考えております。ただ、

場所がどの辺がいいのかというのを、これから皆さんと検討しながら考えなくてはならない

ことなのかなと思っております。 

  国道が通りますと、その国道の開通にあわせて、恐らくあそこの付近には道の駅等のもの

がしばらくありません。289号線ですからトイレの利用などは恐らく、おふくろの駅以降は

ないと思いますよね。棚倉に行ってもありません。そういったことで、鮫川にはぜひそうい

った施設が必要な施設になってくると思います。 

  まず、道の駅構想で、トイレ等が国土交通省の主導でできると思いますけれども、あそこ

に大きな商売のスペースをつくっては、あそこ商売になるのかなという思いがありますけれ

ども、鹿角平の観光管理棟の規模ぐらいですと、決して今ほどの人件費で済むとは思います。

余計なのはトイレぐらいだと思います。 

  こういったことで、どのぐらいの程度の管理棟が、あるいはトイレが必要なのか、その辺

も早目に道路の開通に、バイパスの開通に見合わせて検討しなければならない時期に来てい

ると思います。これは関根議員のご提案のとおりでありますので、早目に今年度、恐らく31

年度に入ってからでも十分間に合うかな、その辺で検討していきたいと思いますので、よろ

しく皆さんもそういった構想をご提案いただければと思います。 
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○議長（星 一彌君） ８番、関根君。 

○８番（関根政雄君） 前向きなご答弁ありがとうございます。 

  それではクロスカントリーコース、長年かけてスポーツエリアの一つの大きな起爆剤とい

うことで整備が進んでおります。現在も、私も先般歩いてきましたけれども、非常に緑地が、

緑地といいますか、コースそのものが刈り込まれて、ウッドチップもなじんできて非常に利

用しやすい状況になっております。 

  しかしながら、あのクロカンコース、約１億円以上かかられ、用地買収から含めて林間コ

ースまで２年にまたがって建設いたしましたが、１年に何万人来ても利用料がゼロ円なんで

す。使用料は無料ということでうたっているものですから、多くの学生たちとかスポーツを

あそこで鍛えたいという方々が何万人来てもゼロ円。しかし村としては、どうにかしてお金

を落としていただける仕掛けは何なのかなというと、やはり食べる、それから飲む、食べる、

それから宿泊以外に今のところ考えられないわけであります。 

  桧原湖の周辺のクロカンコースも、過去に議会としても視察をいたしましたが、まさしく

地元の民宿にメニューが決まっていて、そこでお金を落としていただける、約50軒近い民宿

に大学生やそういうアスリートが来て宿泊するというところで、お金を落としていっていた

だけるんですが、そういった仕掛けをやっぱりつくる。その一方で、やっぱり来ていただけ

る合宿舎をＰＲしていかないとならないと思うんです。 

  村長の答弁では、合宿舎の営業はする予定はないと言いましたが、本村のあのクロカンコ

ースを一番最初につくったときには、陸連の会長さんとか、ああいった方々の監修を受けて

つくっています。ですからそういったルート、また東洋大学の酒井監督に身近な方もこの村

の中の商工会の職員にも義理の兄弟いますから、そういった会社経営をするとすれば、した

たかに営業戦略を立てて、そしてそのコネを使ってでも行って何とか来てくんにかというよ

うな、そういう戦略もこちらの真剣さ、それもやっぱり見せながら来ていただくと。来てい

ただいた以上は宿泊施設も完備して、そして安くて非常にアスリートにいい食事を提供して

いくということで年々ふえていくのかなと思うんですが、今のところ本村には、ほっとはう

す、山王の里、また民間の旅館等です。あと農家民宿もありますが、そういった両面でクロ

カン、アスリートを引き込む戦略。 

  それから一方では、引き込んだ以上はその宿泊するところの整備、そのかわり銭をかけな

いでというのは難しいんですけれども、なるだけお金をかけないで整備できる方法はないの

かなということで模索をする必要はあるのではないかと思いますが、村長いかがでしょう。 
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○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） まず、関根議員のお話のとおり、平成27年のときに地域先行型の地域

活性化の交付金の事業を使いまして、ああいったその誘致活動を行ってきました。これで縁

づいたのが薬科大学の陸上部で、こういった人たちが１回来てもらったときに、果たしてそ

れを引きとめるほどの魅力があるのかという、一番それですよね。恐らく、１回来てもらっ

た、学法もちょいちょい来てくれる、こういった人が何でかんで高原の、結構高度もありま

すよね、700メートルの。ああいった高地の練習が効果があったのか、そして選手のために

なるのか、こういったことで私は評価を受けるのかと思ったら、それほどでもないんですね。

あともちろん、ほっとはうすのサービスとか、山王の里の利用なんかもそういうところのサ

ービスなんかもあるんでしょうけれども、そういったことがやはり皆さんと手を組んで支え

合ってこういった接待技術、あるいはとても鹿角平に来て、コースは大したことなかったけ

れども、あの接待よかったよなとか、何かその魅力に感じてもらうようにならないと無理で

すよね。 

  こういったことで、村ではそういった、私は一番はあの高所が、高冷地での高所の練習が

皆さんに刺激して、あそこいい場所に選んでもらえるのかなと思ったら、そうでもないんで

すね。やはり景観からいったら当然、北塩原には負けちゃいますよね。あそこには以前から

農家民宿を利用した、そういった宿泊施設が完備しているんですね。それらをまねするので

はなくて、もうちょっと鮫川にはほっとはうすがありますし、あとはそういう施設の山王の

里もありますから、五、六十人の団体は本当は泊まれるんですよね。利用できるんです。 

  こういったことで、もう一度皆さんに気合いをかけてもらって、つてを頼りながら、また

今度の消防の金ばれん受賞で、安藤先生もおはがきをよこしてくれました。鮫川もますます

頑張っている、どうぞそのうちにお邪魔してということで、副村長の恩師なんですね。副村

長にもよろしくと書いてあります、本当。そういったことでお便りもらっていますし、こう

いった先生を頼りに、再度その合宿のムードを高めて、練習の鹿角平のクロカンのコースの

ほうを高めていきたいと今考えております。 

○議長（星 一彌君） ８番、関根君。 

○８番（関根政雄君） あそこは、今答弁にもありましたとおり、行く行く289号が鹿角平を

かすめるということで、かすめるというか接近するということで、観光客の客層、出入り、

入り込みもかなり変わると思います。道の駅的な中継所も考えているという答弁ですので、

ぜひともまたあそこは村の一大の観光拠点、また観光資源の核となる場所と思いますので、
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今まで本当に村も、村長も、私どもも培ってきた人脈、人とのつながり、これをフルにやっ

ぱり活用して、自慢できてまず誘致できるような、そういった受け皿をお互いにつくり合う

べきであって、そこにはやっぱり一定の予算投入は惜しまないと。一定の投資効果を得られ

るのであれば惜しまないというような形で、どうか観光資源の有効活用ということで期待を

いたしたいと思います。 

  それでは、次の２点目の質問とさせていただきたいと思います。 

  総合的産業の担い手育成と奨学金制度の特例の見直しにつきまして、ご質問をさせてくだ

さい。 

  本村の一次産業である農業初め商工業の担い手育成は、将来の総合的産業の維持にとって

も最優先課題であります。各産業の担い手育成への将来的な施策について、村長のお考えを

お伺いいたします。 

  また、本村の奨学金制度は、農業後継者や医療、福祉従事者への償還免除特例を設けてお

りますが、商工業後継者への該当枠を拡大し、村の総合的な産業を支える担い手への支援策

を講じるべき時期と来ておると思いますが、こちらを提案いたしますが、その条例の改定に

ついての村長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（星 一彌君） 村長、大樂勝弘君に答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 大樂勝弘君 登壇〕 

○村長（大樂勝弘君） ８番、関根議員の２番目の質問であります。 

  議員おただしのとおり、本村における農業、商工業などへの各産業への担い手、後継者の

育成は、大きな村の課題であると認識しております。 

  その解決のための一つの施策として、さまざまな分野で高度な知識や技能を習得するため

に学んでいる学生、生徒の経済的な負担を軽減するために奨学金を採用しております。 

  このうち、農林業後継者や医療、福祉分野に就業して10年を経過した者は奨学金の返還を

免除するという特例を設け、人材の育成、後継者の育成に取り組んでいるところであります。 

  また、平成29年度から実施しております高校生の通学支援金支給条例に基づく支援金支給

制度も、豊かな人材の育成とあわせて、将来村の産業を支える担い手への支援策と考えてお

ります。 

  商工業等の後継者を直接支援する仕組みは行ってはおりませんが、商工業者に対する支援

としまして村商工会への補助金、あるいは村内に事業所を有する従業員などへの福利厚生の
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増進を図るとともに、事業所の発展に寄与するために組織しております鮫川村勤労者互助会

にも補助金を交付しております。これらの補助金は、村内商工業の発展、後継者の育成にも

私は寄与しているものと考えております。 

  また、商工会におきましては、今年度平成30年度におきまして独自に経営環境対策の一環

として、経営上必要なる資格取得にかかわる受検料や、技術講習会の参加経費について商工

会が単独で実施するということを伺っております。大変この取り組みはすばらしく、まさに

後継者の育成に直接寄与するものであり、すばらしい発想であると感じております。 

  本村における各分野での後継者不足の問題は一朝一夕に解決できる問題ではなく、その根

幹は根深いものがあると考えております。今後、さまざまな角度から検証していかなくては

ならない問題と考えております。 

  次に、奨学金の償還免除を商工業後継者にも拡大すべきであるとのご意見でありますが、

本村の商工業者の育成につきましては大変心配させておりますところでありますが、奨学金

にも限りがある中、本村の基幹産業である農業、そして私は申しわけないですけれども、農

業は大変生産性の低い産業であるとういうことで、皆さん方にお願いをしているところであ

ります。 

  そしてもう一つは、なくてはならない医療、そして福祉の分野に特化して特例を設けさせ

ていただいたものであります。今、議員もご承知でありますが、大学はもしかするとほとん

どの大学が定員割れしております。それほど向学心がなくても入れますよね。ただ、卒業と

同時に、いろいろな資格を取得する場合、医者とか保健師とか社会福祉士、こういったある

程度の皆さんが認める努力をしなくては取得できない、そういった資格をとった場合にはと

いうことで、一昨年皆さんの同意を得まして返還の猶予や免除はさせていただきました。こ

れはもちろん、特例中の特例であると私は認識しております。 

  この限りある基金の中での免除制度の拡大は、村の奨学金制度の崩壊にもつながりかねな

いと考えますので、現行のまま奨学金制度を続けていきたいと考えておりますが、ただ、心

配なのは今後二、三年の急激な人口の減少であります。こういったときに、この基金あるい

は村の財政の維持だけで後継者の育成をほうっておいていいのかなという思いは十分今感じ

られます。こういったことで、もう少し検討させていただくということをお話を申し上げ、

ご理解をいただきたいと思います。 

  まず、一年間ぐらいしっかり検討させて、資金の、何ていうんですか、基金といいますか、

資金の、資金先の見通しですね、こういったのを枯渇させないで継続するにはどうしたらい
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いかというのをみんなで検討しながら、再度提案させていただきたいと思いますのでご理解

いただきたいと思います。 

  以上で８番、関根議員の質問のお答えとさせていただきます。 

○議長（星 一彌君） 教育長の答弁を求める必要はないですか。 

〔「あります」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 教育長、奥貫洋君に答弁を求めます。 

  教育長。 

〔教育長 奥貫 洋君 登壇〕 

○教育長（奥貫 洋君） ８番、関根政雄議員の２番目のご質問の奨学資金制度についてお答

えいたします。 

  鮫川村奨学基金は、昭和42年、故鈴木春栄画伯の寄附金をもとに創設され、昭和43年から

学生、生徒に奨学資金の貸与を開始し、現在に至っております。 

  この間、29名の方々から寄附金のお申し込みをいただき、総額で1,886万5,000円となり、

教育に対するご理解をいただいておりますことに大変感謝申し上げますとともに、この基金

のこれまでの運用状況を累積額で申し上げますと、平成30年３月末日現在で収入の部におい

て償還金額が１億5,607万1,652円、一般会計繰入金額6,569万2,753円、寄附金が先ほども申

し上げましたが1,886万5,000円、利子収入が125万1,082円、合計で２億4,188万487円となっ

ております。 

  次に、支出の部ですが、貸与金が総額で２億5,517万1,000円です。奨学金制度を活用いた

だき、優秀な人材を輩出しているところであります。 

  また、平成30年４月１日現在貸し付け状況ですが、貸付者が44名で総額7,751万円、償還

済額が2,582万9,000円であり、未償還額は5,168万1,000円となっております。 

  さて、ご質問ありました奨学金の返還免除の対象者範囲を商工業者へ広げるべきとの趣旨

でありますが、従来の農林業後継者に加え、医師、保健師、看護師、管理栄養士、社会福祉

士の資格を取得し、卒業後に村に居住し村に就業した方において、平成27年３月定例議会に

おいて議会議員の皆様の承認を得て、返還猶予及び返還免除の特例対象を改正したところで

あります。この条例改正から平成31年３月にて４年が経過し、村内就業者の意思のある奨学

生が卒業し、償還猶予の対象者があらわれ始める時期を迎えることになります。 

  償還減免奨学金制度は財政負担が発生することになりますので、償還猶予者と、今後奨学

生の数の推移に主眼を置きながら、何を原資にして安定的または継続的に実施するか十分議
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論を重ねて検討していきたいと思っています。 

  ただ、現在の奨学資金制度に、村の商工業者や従事者の地元定着推進を目的とした資格要

件を加えることについては、商工業後継者の育成に寄与する商工会の助成事業に事例がある

ようでございますので、そういうものを踏まえてどのような制度設計すべきか、多方面から

の調査を後継者、従事者の育成の観点から全村的な取り組みにより調整対応が必要でないか

とそのように考えております。 

  以上で８番、関根議員のご質問のお答えといたします。 

○議長（星 一彌君） ８番、関根君。 

○８番（関根政雄君） 奨学金の特例、そもそも奨学金、今教育長のほうから詳細ありました

とおり、村内の善意ある皆様方から約2,000万近い寄附金を原資としてこの制度が立ち上が

って、多くの方々がその奨学金の貸与をされて立派な社会人になっていく、村内の子供たち

が育ってきているわけであります。 

  まず、奨学金の貸与といいますか、貸し出しする申請者とすると、基本的には就学のため

の資金といいますか、あと入学金から月々のアパートとかさまざまなお金がいっぱい出てい

くわけでありますが、そういった経済的に困窮している方につきまして、村独自の担い手育

成の一つだということで、奨学金を貸与すると。そして、社会人になったときには、今度は

自ら計画を持って、幾らずつ返していくのかという組み立て方もその借りた本人が立てて、

無理のない償還計画を立てるということでございます。 

  ですから、基本的には借りたお金を返すという教育が必要であるし、若干滞納された方も

おりますが、ほぼの方が返しているということで、借りたお金は返すと。ただ、その中で本

村の場合には、担い手育成の一つとして本当に農業が衰退しているということで、そういっ

た形で学生就学の資金に困窮している方には条件をつけて村に戻るのであれば、10年間以上

就農していただければ返還免除しますよという特例を今回、さきに村長に就任したときにこ

れを創設したということで、それが今度は医療問題、医療従事者、特にまた介護、先ほど先

般の同僚議員からも介護従事者がいないんだよと、本当に大変ですという話もあったとおり、

そういった方々の枠を広げましょうということできました。それで、私が今回一般質問をす

る、同僚議員も過去にはしております。私もこの件については何回かした記憶がございます。 

  総合的な産業ということは、やはり今、農商工連携ということで、農業は大事、商工業も

当然大事、あと本村から他町村に勤めている方も当然村の担い手ですから、そういった方々

も本村に住み続ける若者、そしてまたそこで生活を組み立てる意思のある方々は、まさしく
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担い手だと思います。 

  そこで特化した一つの産業、一つの業種に絞り込むのではなくて、そういった担い手が本

村にいてずっと暮らしたいと。しかしながら、自分の希望が生活が大変苦しいと。困窮して

いるがために、奨学金を借りざるを得ないという方々が、ここに戻るといった場合の担い手

育成策としてひとつ、村長も教育長も検討されるということですので、ぜひ検討していただ

きたいと思いますが、そういった枠を広げながら本当に大変だと。しかしながら村のために

汗を流すという、そういった担い手を育てるためにも、この枠の条例の改正は必要なのでは

ないかなということで、今回の再三の一般質問でありますが、まさに今後検討していただい

て、そしてまたその方々が村に定着できるような手だてをご期待したいと思います。 

  続きまして、第３点目でありますが、最後の質問に移ります。 

  小規模災害箇所への村の対応策についてであります。 

  台風や豪雨による河川敷や農地等の災害が毎年発生し、各行政区長や受益者から災害状況

の報告があり、担当課は毎回その現場を確認されていると思われます。その災害地は、規模

や災害箇所に応じて災害指定要件や補助要件が変わるとされております。要するに、その補

助要件に満たさない場合もあるということであります。 

  村内の村道筋や河川敷、農地の崩落など、小規模の災害地は規模が小さいので補助が受け

られないとしてそのままにされている現場が村内には多数見受けられます。 

  それらの被害がこれからまた拡大しないために、これらの箇所の、今ある箇所の現状、そ

れと今後の対応策につきまして、村長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（星 一彌君） 村長、大樂勝弘君に答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 大樂勝弘君 登壇〕 

○村長（大樂勝弘君） ８番、関根政雄議員の小規模災害箇所への対応についてのご質問にお

答えを申し上げます。 

  災害復旧工事でございますが、公共の土木施設の災害復旧事業費について、地方公共団体

の財政力に適応するよう国が負担を定めて、速やかな復旧を図り、もって公共の福祉を確保

する。農林水産業施設の災害復旧事業に要する使用につき国が補助を行い、もって農林水産

業費の維持を図り、あわせて経営の安定に寄与することを目的とする。公共土木施設災害復

旧事業費国庫負担法並びに農林水産業施設災害復旧事業費国庫補助の暫定措置に関する法律

の規定により、今申し上げました復旧工事が行われているわけであります。 
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  なお、農地債には個人負担があり、測量費の２分の１及び工事費に対する補助残の２分の

１の負担があります。対象とならない工事については、１つ目に事業費の限度額であります。

公共土木債60万未満、農地債の場合には40万未満のもの。２つ目には経済効果の低いものに

なっており、ほとんどの場合このどちらかの要件で不採択となっております。２つ目の要件

とは、道路債は路肩が崩落したが車道に影響がなく、交通の妨げとならない場合。河川債は

背後地に影響がない場合。宅地や農地等に影響がない場合。あるいは農地債は記載範囲の耕

作に影響する面積に対する費用対効果、費用対効果も見るんですね、農地債の場合には。費

用対効果となるため、作付作物にもよりますが、ほとんど畑の場合には費用対効果を検証さ

れますと災害の復旧の要件の案件は満たされず不採択となっているのが現状であります。 

  議員おただしの小規模災害箇所の状況と今後の対策でございますが、公共土木施設につい

ては、毎年維持補修工事費を計上し、配当された予算の範囲内で優先順位をつけて補修を行

っているところであります。今年度の維持補修工事費は予算額で500万しか来ないのね。500

万です。現在把握している箇所が、維持工事費合わせまして37カ所あるんです。この37カ所

に村では優先順位をつけて今改修しております。 

  次に、農地債ですが、災害復旧担当課では不採択となった箇所及び現況については、農地

債の場合には数があるものですから、細かいのまで入れますと、把握はしていないそうです。

農家の方々には、現地調査の際には今回の災害では対象にならないので、皆さん受益者で管

理をお願いしますということで、そしてまた負担金も、例えばこれ採択になった場合には負

担金もあるんですよというお話はさせて、現場現場では丁寧にお断りはしているということ

であります。自助努力の復旧お願いをしている、また状況が変わった場合には、今ほど議員

がおただしのように災害はほうっておいて、これがどんどん大きくなって、二次災害や三次

災害を起こさないのか、そういう場所についてはなお検討しているそうであります。 

  以上で関根議員の質問のお答えとさせていただきます。 

○議長（星 一彌君） ８番、関根君。 

○８番（関根政雄君） 補助要件、そのような決まりの中で災害の指定を受けるか受けないか

ということであるということと、小規模50万、40万以下であれば満たさないのでそのままに

なっているということであります。 

  集中的な豪雨、それとまた毎年夏から秋にかけて台風が接近するわけですけれども、そう

いった中で、大字の各行政区長さんは災害地の把握に努めます。どこ地区にどのくらいな被

害が出たのかということをつぶさに調べて、村のほうに写真をつけて報告をするということ
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を区長さんおやりになって、頭の下がる思いでありますが、そういったものが村の中に集約

されて、そしてその災害の指定を受けられるかどうか現地を見るということだと思いますが、

そのちょうどこの受益者がちょっとやって直せる範囲のものと、大型工事をしなければなら

ないもののはざまにある、ぎりぎりの災害箇所も結構多いんですね。ですから、それは素人

考えだと何もいがっぺと。50万だらば、５つ集めて発注して250万して出したらあがっぺと

いう考えも、多くの村民からこういう感が出ております。当然、経費率は高くなると思いま

すけれども、そのかわり農地の場合には受益者の負担金もありますよというようなくらいま

で話を伝わっていれば、そういったいつになったら直してくれんだっぺないという区長様も

頭を痛めているそうであります。 

  それとまた、そういった経過を区長会のときに出るのか、区長が独自にこの課に来て話を

するのか、場合によっては要望書が出ている場合もありますが、そういった経過を区長様に

お伝えしているのかどうかということが疑問なんです。その辺はいかがでしょうか。その採

択になったのかならないのか、またこれは我がで直してくんないとだめだよということを、

区長さん知らされていないという区長さんもいらっしゃいますが、その辺どうでしょうか。 

○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） まず、災害の場合の対策ですが、普通災害とあるいは激甚災害のとき

はまた違うんですね、対応の仕方が。それで激甚災害の場合には、ちょっとぐらいまとめて

も補助対象になったり、あるいはその補助のかさ上げがあったりするんですけれども、普通

災の場合には今言ったとおり40万が限度で、40万以下の場合には自助努力ということでお願

いしているということで、現場現場でお断りはしている、その細かい説明はしっかりとその

受益者には話しているそうですが、区長さんまでは、その辺は担当課で、区長様には連絡し

ているのかな。地域整備のほうで。あなたはわからないの。前の課長も両方おります。です

から、２人で相談してその辺を、受益者で終わっているのか、区長さんまでいっているのか

どうか、その辺お願いします。 

○議長（星 一彌君） 地域整備課長。 

〔「いいよ、渡邊君かわって」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 農林商工課長。 

〔農林商工課長併任農業委員会事務局長 渡邊 敬君 登壇〕 

○農林商工課長併任農業委員会事務局長（渡邊 敬君） すみません、前任の地域整備課の問

題でありますけれどもお答えを申し上げます。 
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  今、災害について区長様にも採択の関係でお知らせをしているのかということですけれど

も、区長から連絡があって、担当者が現場に行って現場を確認して、その際にある程度の経

費の積算をして、これだと先ほど言った農地でいえば40万に満たないというようなときには、

そこの現場で、今回はこれはちょっと採択になりませんねというような話はその本人には伝

えておるはずですが、その結果について区長さんには恐らくは説明をしていなかったのかな

というふうに思います。 

  ですので今後は、こういうことで区長さんから連絡があったここの箇所については、今回

は災害の復旧には該当しないということで説明をするようにということにしていきたいとい

うふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） もう一つ、説明不足、回答不足だったのが、被災地の５カ所集めれば

200万になったと。30万でも150万になっぺというお話ですが、建設業者に渡すときに40万以

上の箇所で３カ所ぐらい集めて入札するんですね。ですから、30万の被災地は該当には最初

はしていないんですね。そういったことで、どうしても１カ所１カ所の査定になります。補

助金のつき方もそうなんですね。30万の工事、５カ所あっから150万になっから、んじゃ災

害に該当するんじゃないか、そういうことですが、それぞれの箇所、40万以上の箇所が５カ

所集まって300万になったから入札だということでご理解いただければと思います。 

○議長（星 一彌君） ８番、関根君。 

○８番（関根政雄君） それは手法が、やり方次第では小さい工事も合わせてできるというこ

とで解釈してよろしいんでしょうか。 

○議長（星 一彌君） 地域整備課長。 

〔地域整備課長 鈴木守弘君 登壇〕 

○地域整備課長（鈴木守弘君） 箇所をまとめるということなんですけれども、１カ所工事と

いいますのは距離が150メーター以内という決まりがありまして、金額が30万のやつが150メ

ーター以内に何カ所かあればそれは１カ所工事になりますが、それ以外はまとめることはで

きないことになっております。 

○議長（星 一彌君） ８番、関根君。 

○８番（関根政雄君） 私が提案しているのは、その国とか補助金要因の縛りはそれでいいん

ですけれども、村独自にこれ以上災害をふやさないために補助金を自前でやっぺと。これは
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西野地区では５カ所あっから、畑崩っちっから、例えば１カ所50万のが５カ所、250万、し

かしながら２割はもらうよと。工事費の。そういった独自の精算ができないのかということ

を……。 

○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） まず、今のお話ですが、激甚災害のときにはそれやるんですね。普通

災害ですと、それほど箇所数も多くないんですね。ですから、今まではそういう工事はなか

ったです。補助金のつく範囲でしかやっていなかったと。関根議員は、今容易でない時期な

んだから、何カ所か集めて村で単独の事業で、補助金なしの事業で工事してやったというお

話ですが、こういったことも、その災害の箇所箇所でその都度そういった対応をして、今ま

ではなかったです。今後はそういったことも念頭に置きながら、そして先ほどの区長様への

連絡も今後はしていくということで、ご理解いただければと思います。 

○議長（星 一彌君） ８番、関根君。 

○８番（関根政雄君） まめな村づくりということで、ぜひとも行政サービスの職員さん、本

当に仕事がいっぱいあってなかなか連絡難しいと思うんですね。しかしながら、まめに連絡

をとって、また月一度ある区長会であるならば、そういったことを常々区長さんとキャッチ

ボールをしていただいてご報告をしていただくと。 

  それから、村長のほうからもそういった今後村独自の対応で、小規模災害の改修、これも

視野に入れたいということでありますので、ぜひ期待をしたいと思います。 

  さらには、何度か議会で取り上げております今回のふるさと創生の中の一つの13のプロジ

ェクトの中に、環境公社というプロジェクトというのがありまして、それを後々立ち上げる

ということでありますが、そういった建設業者ではなかなか工事発注が小さくて難しい。し

かしながら、地域整備課の嘱託員の皆さんの道路維持管理ではなかなか難しいという、その

間に入ったそういった規模の災害の一時補修とか、そういったものは将来的にはやっぱり環

境公社が村の公社そのものが小規模の補修工事とか、そういった道路の維持管理も含めて受

けられる、そしてそのかわりスピードを持つというようなことで視野に入れて、例えば支障

木の伐採、それからその他もろもろ含めて村の環境をいち早くスピードを持って守りましょ

うという、そういった環境公社の中にそういった道路の補修、農地の補修もスピードを持っ

ていけるようなシステムができたらいいのかなと私は思いながらも、今回の一般質問を組み

立てておりました。 

  村長に最後にそのことを一言だけいただいて、一般質問を終わりたいと思います。 
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○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） これは関根議員の質問だったかな、そのときに村の計画はお話しして

おります。こういったところで、恐らく平成32、33年ごろからそういった、今シルバーさん

の働きが顕著なんですね。ですから、この人たちがまだ頑張れるうちはシルバーさん、シル

バーさんと競争して仕事の奪い合いになるようなことなくて、もうちょっとシルバーさん、

もちろん今はシルバーさんが高齢化している、新しく入ってきた人が少なくなっているんで

すが、それはまた時代が解決して二、三年後にはまだわかりませんよね。そういったことで、

環境公社の設立というのは平成36年を目安ということでお答えしました。こういったところ

で、そういった考え方でいろいろ振興公社、これの役割は多岐にわたると思います。こうい

ったこともあわせてお答えしながら、皆さんで相談しながらこの振興公社の設立を考えてい

きたいと思いますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（星 一彌君） ８番、関根君。 

○８番（関根政雄君） 以上をもって、私の３点の質問を終わりたいと思います。 

  ご答弁、教育長、あと村長、ありがとうございます。 

──────────────────────────────────────────── 

◇ 遠 藤 貴 人 君 

○議長（星 一彌君） １番、遠藤貴人君。 

〔１番 遠藤貴人君 登壇〕 

○１番（遠藤貴人君） 平成30年第４回鮫川村議会定例会におきまして、１点ご質問させてい

ただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  これからの県立修明高校鮫川校についてでございます。昭和44年、1969年に全日制に変更、

地域の高校教育に多大な恩恵をもたらしてきた修明高校鮫川校ですが、近年の少子化を受け、

志願者が減少傾向にあります。経費削減、教育環境維持のため、公立高校は全国的に再編が

進んでおり、入学者が３年連続で募集定員の半数を割った場合、統廃合の対象になる場合が

あるとされております。鮫川校の入学者数も２年連続で募集定員の半数を割っていましたが、

今年度は半数以上となり統廃合の対象を一時的に逃れました。しかし、同じ事象が近い将来

必ず起こります。鮫川校は交通網の発達していない本村において、通学負担が少ないといっ

た利点だけでなく、小規模校ならではの伸び伸びとした高校生活が送れる役割があります。 

  これからの鮫川校の存在意義や役割、数年後の未来を見据えた関係各所への働きかけなど

があれば伺わせていただきます。 
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○議長（星 一彌君） 教育長、奥貫洋君に答弁を求めます。 

  教育長。 

〔教育長 奥貫 洋君 登壇〕 

○教育長（奥貫 洋君） １番、遠藤貴人議員のご質問にお答えいたします。 

  本村の15歳未満の人口は、５年に一度行われる国勢調査にて平成12年が758人、平成17年

が617人、平成22年が478人、直近の平成27年が434人と推移し、平成27年は平成12年の約

46％に当たる351人が減少しており、小中学生以下の子供たちの減少が高校生の減少につな

がることになります。 

  まず、今年度修明高校鮫川校の生徒数の現状を申し上げますと、１年生が26名、うち鮫中

生が６名、２年生が17名、うち鮫中生が１名、３年生が22名で、うち鮫中生が５名、合計65

名、うち鮫中生12名の生徒となっております。 

  福島県教育委員会が本年の５月に、今後10年間の県立高等学校改革の方向性を示す「県立

高等学校改革基本計画」を策定いたしました。その中、過疎、中山間地域の学習機会の確保

における改革基本計画において、従来の募集定員の２分の１以下の状態が３年間続いた場合、

原則として募集停止とした基準が見直され、新たな分校は設置しない、また現在設置してい

る分校においても存続について検討すると示されました。この新たな県の計画は、基本計画

のために全体の方向性を示すものであって、個別の議論はまだ行っておりません。具体的な

実施計画は、これからの策定になることであります。 

  さて、本村といたしましては、修明高校鮫川校は地域の核であり、地域に根差した学校存

続のために、平成28年度から実施している修明高校の村外生徒通学支援金制度を広く発信、

周知することで、村外からの生徒を多く呼び込むとともに、これからについては今まで以上

にさまざまな機会を通じて、鮫川校の現状や鮫川校の村への貢献、役割などに理解を求めて

まいります。 

  県立高校であるがゆえに、村が直接関与することはできませんが、大豆栽培を初めとする

農業に関する特色ある村とのつながりや、魅力ある学校づくり、入学者の増加につながる取

り組みの実績を県教育委員会等の関係機関に訴えていく一方、できる限りの支援を継続して

行う考えであります。 

  課外活動においても一層の協力と支援を講じ、学校の存続に取り組んでいきたいと考えて

おります。 

  以上申し上げ、１番、遠藤議員のご質問のお答えといたします。 
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○議長（星 一彌君） １番、遠藤君。 

○１番（遠藤貴人君） 私の質問書のほうで、３年連続で募集定員の半数を割った場合という

ことで質問書のほうを書かせていただきましたが、今教育長の答弁のとおりですね、本年の

５月から新たな計画が始まって、毎年、要するに見直していくよと、今までは３年見ていっ

たけれども、もうこれからは毎年見直していくんだよということの恐らく基本計画だという

ふうに、今理解しました。 

  とすれば、さらに今まで以上に状況は逼迫していくわけでありまして、皆さん当然ご存じ

かというふうに思いますが、相馬農業高校の飯舘校ですね、こちらがもちろん原子力災害の

影響も多大に受けていることとは思っておりますが、やはり募集定員の減少ということで廃

校といった判断をされました。そこで、遠藤村長が村立として存続できないかといったこと

を模索したわけですが、議会の承認も得られなかったということもありますし、さらに１億

数千万の維持費がかかっていくといったことで、村立化の計画は頓挫したわけでございます

けれども、こういった相馬農業高校の飯舘校のこれまでのそのいきさつというのがですね、

恐らく鮫川校のまさに近い将来の現実ではなかろうかというふうに私は認識をしておりまし

て、先ほど村長答弁の中でも、塙厚生病院の医師不足のことに関して、県立医大に要望活動

に行ってきたんだよといったお話もありました。また、道路整備事業なんかは、やはり県へ

のもう要望ありきになっているのかなというふうに私は考えているんですけれども。 

  では、県の教育委員会に要望といったところを教育長は、教育関係の要望ですね、そうい

ったものをどのようにお考えか、まずお考えをお聞かせください。 

○議長（星 一彌君） 教育長。 

○教育長（奥貫 洋君） 鮫川校の存続に関しましては、やはりご存じだと思いますけれども、

鮫川高校生、今非常に和やかな雰囲気の中で授業をしております。そしてまた、私勤務を終

えて帰るときにちょうど、あおぞらバスと乗りおりのところ出てきますけれども、非常に先

生方と子供たちが和やかにそれぞれ見送ったり、見送られたりしている雰囲気で、本当に高

校生ってこんなに素直なのかなということを時々見かけることがあります。学校が大きくな

るとですね、極端な言い方すると、トップの子供たちだけ相手にする学校もございます。し

かし、小さな学校がゆえに、職員と先生方と子供たちの関係が非常にいいものですから、そ

れはそれで子供たちが希望して入学した学校ですので、私はこれも高校あっていいのではな

いかなと、こんなことを考えております。 

  以上です。 
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○議長（星 一彌君） １番、遠藤君。 

○１番（遠藤貴人君） 僕は、教育関係の要望活動ということに関して今ちょっとお答えいた

だけませんでしたけれども、私は教育関係の要望というものも、どんどん僕はしていってい

いものだというふうに思っているんですよね。道路関係だけ、それからその医師を含めた福

祉関係、そういった要望というのは非常に回数も多いというか、非常に要望もしやすいかと

思うんですけれども、教育関係の要望というのもどんどん僕はしていっていいというふうに

考えておりまして、そもそも福島県内で昔で言う分校という形で残っているものが、飯舘校

が廃校になりました。それから浪江高校の津島校、こちらも原発の影響で今現在は休校とい

うふうになっております。今残っているものとしては、安積高校の分校が郡山市にあります。

それから小野高校の、平田高校ですか、小野高校の分校が平田に……、それも停止になりま

したか、そうですか、じゃあ、鮫川と郡山とだけですかね、今現在は。その２カ所というこ

とであれば、県内、今80、40幾つですかね、市町村ある中で、そういった箇所というのが郡

山と鮫川と自治体２つということになるのかなというふうに思います。 

  先ほど生徒数のお話もありましたけれども、やっぱり村外から通ってきている生徒のほう

が今現在多いということだと思うんですよね。私、高校は白河に通っていましたけれども、

白河に通っているときに、やっぱり下宿して高校に通っていたんです。ということは、逆の

発想をすれば、白河とか郡山から、例えば鮫川に下宿をして、鮫川校に通うということもや

はり可能でありますし、今後ますます、昔は落ちつきがないとか、協調性がないというふう

なことで済まされていたものが、最近やはり医学が発達してきまして、発達障害だよといっ

たようなこともありますので、そういった鮫川校の役割というものが、もう鮫川だけにとど

まらず、県南地方に広く及んでいるのかなというふうに私は思っております。 

  ですから、そういった人数イコールというのではなくて、その役割と中身といったものを

訴えていくというのも必要かなというふうに思います。先ほど、県立なので村が直接関与は

できないというお話がありましたけれども、ということは、もう廃校だよと決められてしま

ったら、もうこちらは何も言うことはできないわけでありまして、そうさせないためのプロ

セスしかかかわっていくことができない部分ですから、そういったものに、プロセスにかか

わることしかできないのであれば、プロセスにかかわっていく、鮫川校の現状、今本当にこ

ういう素直な高校生がいるのかなというような思いがあるといった教育長の答弁がありまし

たけれども、そういったことを県に訴えていくというのもひとつ、存続させる一つの方法な

のかなというふうに私は考えております。 
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  普通高校に、定時制でなくなってから、昭和44年にそうなったというふうに言いましたけ

れども、多分一番最初は恐らく昭和23年ぐらいに始まっていると思うんで、先日の鮫川校の

入学式でもですね、創立70周年ですよといったお話が校長先生のほうからありましたけれど

も、70年の歴史が鮫川校にあるわけでして、やはり学校をつくるというのは、当時の先人は

非常に大変なご苦労と、ご努力があったんだろうなというふうに私は思っておりまして、や

はり時代の流れ、渦に巻き込まれて、学校がなくなってしまうといったことももちろんそれ

はあり得ることなんですけれども、ただ、座して死を待つのではなくて、やはりそのご努力

いただいて学校をつくっていただいた先人に対するやはり礼儀としてですね、私たちは現代

を預かっているそれぞれが鮫川村の責任世代だというふうに考えておりますので、やはりそ

ういった、何度も申し上げますけれども、そのプロセスにかかわっていくというのが非常に

先祖に対する礼儀なのかなというふうに私は考えておりますので、その要望をやはりもう一

度、教育長のほうにお伺いさせていただきます。そういった要望を県のほうに、私はぜひし

てほしいというふうに思っていますが、その考えをもう一度お聞かせください。 

○議長（星 一彌君） 教育長。 

○教育長（奥貫 洋君） 県教委に対する要望ということでございますけれども、昨年、私、

高校のふたば未来高校ですね、あそこにかかわるいろいろの審議会等に出席しておりまして、

その中で、一方この審議会にかかわることになっていた教育長もおりまして、その方から絶

えず情報をいただいておりました。そのことから言いますと、決して一方的に、県教委では

こうだからこうだということは行いませんと。地元と十分協議をしていただいて、納得のい

く方法だと。実施できるところは実施しますよということだったというふうに聞いておりま

す。 

  そういうことから考えると、私自身、要望もちろんあらゆる機会にしてはまいります。教

育委員会としての要望も県のほうに出してありますけれども、大体が、大半が義務系のほう

の内容でございます。高校に関しては余りございません。管轄外ですので。 

  あるところから相談を受けましたときに、私申し上げたことは、やはりまちぐるみで、そ

してその地域みんなで、商工業者も農業も行政も、みんなで地元の教育について考えましょ

うというようなことで進めてまいりました。本村で行われている村民こぞっての子供の教育

を考える会も、そういうものが話題になればいいなとは思っていますけれども、なかなか正

直なところ盛り上がりませんので、とりあえず今年度７月に予定されておりますので、この

教育問題については、皆さんで地域の将来のことをどうすればいいのかっていうことをぜひ
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話し合いして、その盛り上がりをやはり村長さん初め、議長さんなりにも県のほうに働きか

けていただくようにしていきたいなと考えております。もちろん、義務関係は義務関係で要

望は出しておきます。 

○議長（星 一彌君） １番、遠藤君。 

○１番（遠藤貴人君） やはり数は少ないんですけれども、こうして毎年毎年入学の応募をし

て、来てくれている生徒がいるというのは、やはりそれが現実ですし、廃校になってしまえ

ば、やはり選択肢が減ってしまうということになりますので、選択肢が減ってかわりがあれ

ばいいんでしょうけれども、やはりそのかわりがないとなったときには、やはり１人ならず

数十名ですね、の人たちにやはり大きな影響を及ぼしてしまうのかなというふうに私は考え

ます。 

  また、今の教育長の答弁で、いろいろなお話をその都度関係者としていますよというよう

なお話ありましたけれども、先ほど別な質問で、やはり人脈とか、そういったものを生かし

て話を前に進めていきましょうよというようなやりとりがありましたけれども、やはり私も

本当にそこに尽きるなというふうに思うんですよね。やはりこれは人と人がやっていること

ですので、やはりそういった人脈とか、それからおつき合いといっても非常に大事ですので、

教育長も今まで当然、教育界でいろんなご人脈をお持ちでしょうから、やはりそれをぜひ鮫

川村に最大限生かしていただいて、よりよい方向に進んでいくようにご期待をさせていただ

きたいなというふうに思っております。 

  最後に、今までのこういった現状等々のことをお話しさせていただきましたけれども、そ

ういったやりとりの中で、村長自身が鮫川校に対して、どういった思いがあるのか。先ほど、

女子高生が介護の仕事をしたいんだというような話があったということを、非常ににこやか

に話されておりまして、まさにこういうのが私は村に必要だというふうなこともおっしゃっ

ておりましたので、そういったことも含めまして、その鮫川校の意義というものを最後に村

長のほうにご答弁いただきたいなというふうに思っております。よろしくお願いいたします。 

○議長（星 一彌君） 村長に答弁は求めておりませんけれども。 

○１番（遠藤貴人君） 承知しました。私のほうで、ちょっと質問書のほうにはあれしていた

んですけれども、今こちらのプリントを見たら、答弁を求める者のほうに記載がなかったも

ので、承知しました。 

  では、村長のほうの答弁はいただけないということですので、これで私の一般質問は終わ

りにさせていただきたいというふうに思っております。どうもありがとうございました。 
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──────────────────────────────────────────── 

◇ 前 田 武 久 君 

○議長（星 一彌君） ９番、前田武久君。 

〔９番 前田武久君 登壇〕 

○９番（前田武久君） 今般の６月定例議会、１点について村長に答弁を求めたいと思います。

よろしくお願いします。 

  交付金制度の創設について。 

  本村では、過疎化や住民の高齢化、農業の担い手の減少などにより地域集落の荒廃が進ん

でおり、対策が急務と考えられる。そこで、生活道、河川、排水路などの草刈りや清掃、宅

地の未利用地の荒廃阻止、歴史的遺産や自然環境の保全整備作業に取り組んだ自治会、集落

などの人員に対し、作業の延べ時間に応じて補助金を交付する「環境保全活動事業」などを

創設することについて、村長の所信をお伺いいたします。 

○議長（星 一彌君） 村長、大樂勝弘君に答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 大樂勝弘君 登壇〕 

○村長（大樂勝弘君） ９番、前田議員の交付金制度の創設の質問についてお答えを申し上げ

ます。 

  現在、本村は中山間地域等直接支払金制度の活用により、生活道、集落道、河川、排水路

等が管理され、また、主要道路である国道、県道及び村道筋についてはシルバー人材センタ

ーに委託し、草刈りや不法投棄廃棄物を回収し、さらに一斉清掃やクリーンアップ作戦など

村民の皆様の協力、そして農家の皆様方には農産物の栽培により他町村に誇れる美しい里山

景観が保たれているものと考えております。 

  議員おただしの少子高齢化に伴う後継者不足により、地域集落の共同作業の継続が困難な

地区があることは以前からお聞きをしております。そのような状況の中で、地域集落に補助

金を交付すれば継続できるかという問題もあると思われますので、村としては交付金制度の

創設ではなく、昨年の12月定例議会の一般質問にお答えをさせていただきましたが、村の人

口ビジョン総合戦略の施策の一つとして、環境公社の設立による農村環境維持プロジェクト

計画をうたっております。この計画は、担い手が高齢化した世帯の農地の管理等を通じ、村

内の環境維持に努め、農地や山林の荒廃を防ぎながらうまく農村が環境維持を、農村環境を

循環できるように推進する計画であります。平成36年度を目途に鮫川村環境公社設立を考え
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ておりますので、これは先ほど関根政雄議員にもお話ししたとおりでありますので、ご理解

とご協力をお願いするところであります。 

  以上で９番、前田議員の質問のお答えとさせていただきます。 

○議長（星 一彌君） ９番、前田君。 

○９番（前田武久君） 自然保護や環境保持ですか、それらの事業等は住民がやるのか、また

自治体がやるのか、その辺をお聞きしたいと思います。 

○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） 今までですと、それぞれの地域の宝物という考え方がありましたから、

地域で守っていただいていたんですね。村で、それぞれの村にはそういった地域の誇りとし

ている遺産がありますが、村で手入れしているのは農村公園、議員ご承知のとおり、真坂、

あるいは墓地石、遠ケ竜、そして江竜田、こういったところの公園整地は村で補助金を出し

て地域の人にお願いしておりますが、それぞれその地域の宝物であるそういった遺跡に対し

ては、申しわけない話でありますが、中山間地域等の支払資金制度の中で活用いただいてい

る、これが現実であります。 

○議長（星 一彌君） ９番、前田君。 

○９番（前田武久君） 村長がこれは地域でもって取り組んでもらうというような考えが強い

ようでありますが、本来ならば、これは自治体の仕事でありますよね。それで、自治体に住

民からいろんな要望でもってそれらの対策を望んでおられますが、なかなか迅速にはできな

いと。思うような対策が進んでいないというのが現状であろうかと思います。 

  そういった中で、やはりこれは地域に密着した住民にそれらの事業を依頼して、依頼する

にしても、今村長が言われたように公社、32年以降に公社設立後に、それらに委託させるよ

うな構想でおりますが、なかなかこれからのその現状を見まして、将来のことを考えた場合

にはそれらの対策もスムーズにいくかなというふうに考えられるのが現状であろうかと思い

ます。 

  そういった中で、先ほど申しましたように、住民に対して、その集落に対して、ある程度

の補助金、支援策を講じてきめ細かな対策を講じられる地域住民にお任せすると。積極的に

その人たちに活動してもらうというのには、やはり中山間事業もこれは限られております。

とにかく各集落、村長も巡回してわかると思いますが、うちの前まで田畑が荒れちゃって、

住環境にはふさわしくない現況にあるというふうな状況がどんどんふえておるわけでござい

ます。 
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  そうした中で、住民もやはり自分の生活を守らなくちゃならない、それから前回、舘山公

園とか何かでもボランティア活動でもって維持されるような、今までも100年計画の森づく

りを進めておるわけでございますが、それも今は補助金でもって依存されておりますが、行

く行くはやはり住民がそれを維持していかなきゃならないということは、これは到底困難で

あろうかと思います。そうした中で、地域の人たちも自分の住居、集落を維持するのはなか

なか難しい、しかしながら村としてもきめ細かにやってもらうために、ある程度の支援策、

最終的な条例化を望みますが、そういった支援策を講じるような施策を創設するということ

が、今の将来に向かった課題ではないかというふうに考えておるわけでございます。 

  そうした中で、そのような支援策をぜひとも考えなければならないような状況に来ておる

ということを、村長も理解していただけるものと思いますが、村長としての最善策は、さっ

き言ったような公社設立によってそれに対応していくというような考えだけなのか。また、

村長個人としての最善策があれば、それをお聞かせ願いたい。 

○議長（星 一彌君） 村長。 

○村長（大樂勝弘君） この答弁書を見たときに、質問者に平成36年度まで待ってって言って

もいいのかな、そういう思いで担当課に相談をしました。 

  私は今農家の皆さんが元気あるのは、平成12年から始まったあの中山間地域等の直接支払

制度、あの制度が当時１億2,000万事業がありました。そのときとかってが今と違いました

ね。今１億になりました。2,000万減りました。今は農地・水の、2,000万ほどやっている交

付金の事業が合わせて１億2,000万になっていますけれども、多面的機能交付金です。多面

的機能支払交付金が、これはちょっと少ないんですよね。3,000円ぐらいで。こういったの

も皆さん、まで見つけて取り組んでいますから、何とか１億2,000万になっています。です

が、これで農村景観守れるかというと、なかなか本当に厳しくなっています。農林課には、

集落でもやはりなかなか20人からいる集落、５人の集落とありますね。20人の集落では維持

できなくても、５人になると何とかまとまるんですね。ですから、今までやっていた20人で

やっていたところを、じゃ５人でもできないのか、３つでも４つでも１町歩ぐらいまとまれ

ばいいだろう、それでやるように指導しろということで気合いはかけているんですけれども、

なかなかＪＡの関係で直接その農家に訪れて、訪問して指導ということには進んでいなくて、

また30年度の中山間地も昨年と同じぐらいで数はふえていないです。 

  こういったときに、この提案されたときに、この環境保全活動でもう一回集落の皆さんが、

自分の誇りと思える、例えば滑石に行きますと、あの辺の整地を中山間地じゃなくて村の補
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助金、これは村が新たに創設して、あるいはその渡瀬でいくと救荒修祭記碑がありますね。

あれも恐らく中山間で守っていると思うんですよね。こういったのを、村の財産を、村の誇

りと思える、そういった地区をそれぞれの区長さんに、ただ、何カ所もやたらに選定するわ

けにはいかないですね。各地域それぞれ２カ所ぐらいずつ選んでもらって、こういった環境

保全活動の条例をつくって、支援して、もう一回この集落の元気を、共同の意識を高めたら

どうかなと。 

  この中山間地の直接支払制度が、これは恒久的な、時限立法だったんです、最初ね。それ

が皆さんの活動の中で、恒久的な法律に変わりました。ですから、これはなくなることはな

いと思います。ですが、だんだん離れちゃう人がいるんですね。ですから消去法になってき

ます。こういったときに、鮫川はもう一回復活する、やっぱり地域の輪は大事なんだよとい

う戒めにも、こういったのはいいんじゃないのかね。これはもう一度、じっくり区長会にで

も出してみて、この環境保全活動の事業をどうだべな、村単独で、村の財源、例えばふるさ

と創生基金、そういった中の基金を一部使いまして、せいぜい年間二、三百万でやると思う

のね。各集落30万だって210万。こういった収入にすると少しは飲む機会もふえるんじゃな

いのかね。せっかくのこの提案でありますから、これを実現化できるように努力してみます。

これは区長会に最初は諮らせてもらって、区長会の了解をいただきに、それぞれの地域でど

んなものがあるか出してもらって、その時点で皆さんと相談しながらこういった事業も取り

組んで、もう一回元気出せたらいいなという思いでお答えさせていただきます。 

○議長（星 一彌君） ９番、前田君。 

○９番（前田武久君） 答弁ありがとうございます。 

  実は先月ですか、議員の広報研修会、ビッグパレットであったんですが、そのときに議会

だよりのクリニックということであって、南会津自治体の議会のクリニックの紙面を見たら

ば、今私が言われた、村長がそのような答弁をされたような事業を創設してあります。それ

で、やはり会津の南会津ですか、鮫川村と大体同じような地形、それから人口減少の進んで

いる自治体であろうかと思いますので、多分その中山間地直接支払制度ですか、そういうの

も活用されておるはずですが、それでは対応し切れないためにそのような創設をされたとい

うふうに認識しております。 

  ぜひともそのようなことで、前向きな答弁いただきましたので、一応私も質問内容がある

程度消化できましたので、以上で一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございまし

た。 
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○議長（星 一彌君） これで一般質問を終わります。 

  ここで15時15分まで休憩いたします。 

（午後 ３時０５分） 

──────────────────────────────────────────── 

○議長（星 一彌君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時１５分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎報告第２号～報告第３号の上程、説明、質疑 

○議長（星 一彌君） 日程第４、報告第２号 繰越明許費繰越計算書についてから日程第５、

報告第３号 白河地方土地開発公社の経営状況についてまでの２議案を一括議題といたしま

す。 

  事務局長に議案の朗読をさせます。 

  事務局長、古舘甚子君。 

〔議会事務局長朗読〕 

○議長（星 一彌君） 本件について報告を求めます。 

  村長、大樂勝弘君。 

〔村長 大樂勝弘君 登壇〕 

○村長（大樂勝弘君） それでは、報告第２号、第３号の２件につきましてご説明を申し上げ

ます。 

  初めに、報告第２号 繰越明許費繰越計算書についてのご説明を申し上げます。 

  議案書の１ページ、２ページをお開きください。 

  地方自治法施行令第146条第２項の規定により、平成29年度の鮫川村繰越明許費繰越計算

書を報告するものであります。 

  繰越事業の詳細は、２ページの一覧表のとおりであります。 

  ２款総務費、１項総務管理費の携帯電話等エリア整備事業3,795万4,000円のほか、７事業

合わせまして２億1,031万1,000円であります。 

  それぞれの事業の繰り越し理由につきましては、さきの議会で説明をいたしておりますの

で、説明は省略させていただきます。 

  平成30年度中に全事業が完了するよう、工程管理に万全を期するものであります。 

  次に、議案書の３ページから10ページをごらんいただきます。 
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  報告第３号 白河地方土地開発公社の経営状況についてのご説明を申し上げます。 

  本報告は、鮫川村が出資している白河地方土地開発公社の経営状況について、地方自治法

第243条の３第２項の規定により、説明書類を議会に提出するものであります。 

  平成30年度の事業計画及び29年度事業年度の事業報告及び決算報告書は、議案書に添付し

た資料のとおりであります。 

  以上で報告第２号及び報告第３号の説明とさせていただきます。 

○議長（星 一彌君） これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 質疑なしと認めます。 

  以上で報告第２号から報告第３号までの報告を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第５２号～議案第５３号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（星 一彌君） 日程第６、議案第52号 専決処分の承認を求めることについてから日

程第７、議案第53号 専決処分の承認を求めることについてまでの２議案を一括議題といた

します。 

  事務局長に議案の朗読をさせます。 

  事務局長、古舘甚子君。 

〔議会事務局長朗読〕 

○議長（星 一彌君） 本案について提案理由の説明を求めます。 

  村長、大樂勝弘君。 

〔村長 大樂勝弘君 登壇〕 

○村長（大樂勝弘君） それでは、議案第52号、53号の２議案につきまして提案理由の説明を

申し上げます。 

  初めに、議案第52号 専決処分の承認を求めることについてのご説明を申し上げます。 

  議案書の11ページから26ページをごらん願います。 

  本案は、地方税法の一部を改正する法律が平成30年３月31日に公布され、本年４月１日か

ら施行されるため、専決により鮫川村税条例等の一部を改正させていただいたものでありま

す。 

  改正の主なものとしては、個人住民税において、働き方の多様化への対応等の観点から、
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基礎控除の見直し、給与所得控除の見直し及び公的年金等控除の見直しを行うための改正、

固定資産税においては、平成30年度の評価替えに当たり、現行の土地に係る負担調整措置等

を継続するための改正、地方たばこ税では、村たばこ税の税率の三段階の引き上げ等の見直

しを行うための改正、さらに税務手続の電子化では、法人住民税についてその申告書等を地

方税関係手続用電子情報処理組織によって提出することを法人に義務づけるとともに、共通

電子納税システムの導入及びｅLＴａｘの安全かつ安定的な運用のための措置として、運営

主体の地方税法上の位置づけを行うための改正、その他税負担軽減措置等の整理、合理化を

行うなどの改正を行うものであります。 

  地方自治法第179条第１項の規定に基づき、平成30年３月31日に専決処分したため、同条

第３項の規定により承認を求めるものであります。 

  次に、議案第53号 専決処分の承認を求めることについてのご説明を申し上げます。 

  議案書の27ページから30ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の１ページから５ページ

をごらん願います。 

  補正前の予算額28億9,300万円に対しまして792万5,000円を増額し、補正後の予算総額を

29億92万5,000円とするものであります。 

  本議案は、平成30年度の福島県地域創生総合支援事業に、本村の里山景観形成実践事業、

担い手育成講習会等の事業計画が採択となったことに伴い、今年度の早い時期から里山景観

を維持するための草刈り等の事業に着手するための予算、同じく観光力づくり支援事業も採

択となったのに伴い、観光客動向調査業務を５月の春まつりで実施したスタンプラリーから

実施するための専決処分で、平成30年度予算に増額補正させていただいたものであります。

これも同じく地方自治法第179条第１項の規定に基づき、平成30年４月13日に専決処分をし

たため、同条第３項の規定により承認を求めるものであります。 

  以上で議案第52号、53号の２議案についての説明とさせていただきます。 

  ご承認賜りますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

○議長（星 一彌君） これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 質疑なしと認めます。 

  専決処分の議案でありますので、討論を省略します。 

  これから議案第52号 専決処分の承認を求めることについてを簡易採決により採決します。 
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  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり承認されました。 

  これから議案第53号 専決処分の承認を求めることについてを簡易採決により採決します。 

  お諮りします。 

  本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり承認されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第５４号～議案第５５号の上程、説明 

○議長（星 一彌君） 日程第８、議案第54号 鮫川村放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例から日程第９、議案第55号 鮫川村国民

健康保険税条例の一部を改正する条例までの２議案を一括議題といたします。 

  事務局長に議案の朗読をさせます。 

  事務局長、古舘甚子君。 

〔議会事務局長朗読〕 

○議長（星 一彌君） 本案について提案理由の説明を求めます。 

  村長、大樂勝弘君。 

〔村長 大樂勝弘君 登壇〕 

○村長（大樂勝弘君） それでは、議案第54号 鮫川村放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例及び議案第55号 鮫川村国民健康保険税

条例の一部を改正する条例の２議案につきましてご説明を申し上げます。 

  議案書の31ページをお開きください。 

  初めに、議案第54号 鮫川村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例についてご説明を申し上げます。 

  この条例の改正は、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部を改正す

る省令の施行を受け、放課後児童支援員の基礎資格等について一定の実務経験があり、かつ
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市町村長が適当と認めた者に対象を拡大するとともに、学校の教諭となる資格を有する者を

放課後児童支援員としているところを教員免許の更新を受けていない場合を明確化し、有効

な教員免許を取得した者を対象とする規定に改正するものであります。 

  次に、議案書の32ページをお開きください。 

  議案第55号 鮫川村国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてご説明を申し上げ

ます。 

  平成30年度の国民健康保険事業の所要額を確保するため、国民健康保険税の案分率などを

定める条例を改正するものであります。 

  お手元の議案用紙の最後のページ、鮫川村国民健康保険税条例の一部を改正する条例説明

資料をあわせてごらんください。 

  平成30年度の国民健康保険税案分率の決定に当たりましては、県の標準保険料率を採用す

るとともに、保険者１人当たりの税負担を抑えるため、保険給付費支払準備基金から456万

9,000円を繰り入れすることといたしました。この結果、医療給付費分で所得割が2.42％の

引き上げとなりますが、均等割については2,442円、平等割が2,994円それぞれ引き下げとな

り、軽減措置を受けない一般世帯の１世帯当たり負担額で7,273円の増額、１人当たりの負

担額では4,099円の増額となります。 

  後期高齢者支援金分では、所得割が1.1％引き上げとなりますが、均等割では1,487円、平

等割では1,625円がそれぞれ引き下げとなり、一般世帯で１人当たりでは937円、１人当たり

の負担額では551円の増額となります。 

  介護給付金分では、所得割を0.65％引き上げ、均等割を3,237円、平等割で2,750円をそれ

ぞれ引き下げ、一般世帯で１世帯当たりの負担額が6,050円、１人当たりの負担額では3,934

円がそれぞれ減額となります。 

  これらの条例改正につきましては、５月23日に開催いたしました第１回鮫川村国民健康保

険事業の運営に関する協議会に諮問し、同日付でこの条例改正案は適当である旨の答申を得

ているところであります。 

  以上で議案第54号、55号の２件の説明とさせていただきます。 

  原案に賛同賜りますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第５６号～議案第５９号の上程、説明 

○議長（星 一彌君） 日程第10、議案第56号 平成30年度鮫川村一般会計補正予算（第２号）
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から日程第13、議案第59号 平成30年度鮫川村学校給食センター特別会計補正予算（第１号）

までの４議案を一括議題といたします。 

  事務局長に議案の朗読をさせます。 

  事務局長、古舘甚子君。 

〔議会事務局長朗読〕 

○議長（星 一彌君） 本案について提案理由の説明を求めます。 

  村長、大樂勝弘君。 

〔村長 大樂勝弘君 登壇〕 

○村長（大樂勝弘君） それでは、議案第56号から議案第59号までの４議案につきましての提

案理由の説明を申し上げます。 

  初めに、議案第56号 平成30年度鮫川村一般会計補正予算（第２号）についてご説明を申

し上げます。 

  議案書の34ページから37ページ、歳入歳出補正予算書事項別明細書の６ページをお開き願

います。 

  事項別明細書でご説明を申し上げます。 

  補正前の予算額29億92万5,000円に対しまして、今回3,034万6,000円を増額し、補正後の

予算総額を29億3,127万1,000円とするものであります。 

  歳入です。 

  事項別明細書の７ページをお開き願います。 

  主なものをご説明いたします。 

  13款国庫支出金、２項国庫補助金、３目土木費国庫補助金、2節住宅費補助金の過疎地域

等自立活性化推進交付金1,768万円の増額は、分譲住宅地整備に対する補助金であります。 

  14款県支出金、１項県負担金、１目民生費県負担金、２節保険基盤安定負担金153万4,000

円の減額は、国民健康保険税の軽減分に対する県負担金の減額であります。 

  同じく２項県補助金、４目農林水産業費県補助金、２節林業費補助金55万円は、県単林道

改良事業費の増額補正分です。 

  同じく３項委託金、２目１節土木費委託金44万8,000円は、国県道路の維持、補修、除草

業務の増額であります。 

  16款１項寄附金、１目総務費寄附金、１節地域振興費寄附金149万9,000円は、ふるさとづ

くり寄附金について増額補正するものであります。 
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  ８ページです。 

  17款繰入金です。 

  ２項基金繰入金、２目１節ふるさとづくり基金繰入金190万円は、特産品育成事業で、み

そこし機の更新費用に充てるための繰入金です。 

  同じく５目１節公有施設整備基金繰入金310万円は、青少年広場のり面補修事業及び西山

体育館屋根の改修事業に充てるための繰入金です。 

  同じく７目１節教育施設整備基金繰入金420万円は、鮫川小学校、鮫川中学校それぞれの

施設整備に充てるための繰入金であります。 

  19款諸収入、５項１目１節雑入759万円は、光ファイバケーブル支障移転工事に係る補償

費で、国道289号線改良工事関下地内に伴うものであります。 

  村債です。 

  議案書の37ページ、第２表地方債補正もあわせてごらん願います。 

  議案書の37ページ、第２表です。 

  20款１項村債、１目１節辺地対策事業債330万円の減額は、村道江堀・那倉線、江堀・牧

野線、舗装補修事業及び小型動力ポンプ積載車整備事業の起債申請額確定によるものであり

ます。 

  同じく２目１節過疎対策事業債70万円の増額は、林道東前田整備事業及び過疎地域自立促

進特別事業、高校生への通学支援事業の起債申請額の決定によるものであります。 

  同じく３目災害復旧事業債、１節公共土木施設災害復旧事業債370万円の減額は、過年度

公共土木施設災害復旧事業債の起債申請額の決定によるものであります。 

  次に、９ページを、次のページ９ページです。 

  同じく５目１節公営住宅建設事業債120万円は、地域有料賃貸住宅反田住宅整備事業の起

債申請額決定による増額であります。 

  歳出です。 

  10ページをごらんください。 

  各款とも２節給料、３節職員手当等、４節共済費などは、職員の人事異動に伴うものであ

ります。 

  ２款総務費、１項総務管理費、５目財産管理費、25節積立金150万円は、ふるさとづくり

基金への積立金で、ふるさとづくり寄附金１件分を積み立てするものであります。 

  同じく６目企画費、８節報償費10万8,000円は、旧青生野小学校の廃校利用検討委員会委
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員の出席報償であります。 

  同じく15節工事請負費599万3,000円の増額は、国道289号線改良工事の関下地内に伴う光

ファイバケーブル支障移転工事で、光ファイバケーブルとテレビ組合のケーブル張りかえ工

事のための増額分であります。 

  11ページをお開き願います。 

  同じく７目地方振興費、19節負担金、補助及び交付金30万6,000円の増額は、集会施設改

修事業費補助金で、申請のあった１つの施設に対しまして、当初予算で不足する分について

の増額補正するものであります。 

  12ページです。 

  ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、18節備品購入費44万円は、さぎり荘

に防犯カメラを設置するためのものです。 

  同じく28節繰出金のうち125万6,000円の減額は、国民健康保険特別会計事業勘定に対する

繰出金の減額分であります。 

  14ページです。 

  ６款農林水産業費です。１項農業費、２目農業総務費。 

  15ページです。 

  18節備品購入費238万円の増額は、手・まめ・館のみそこし機が老朽化したため、機械の

更新に192万8,000円、手・まめ・館と屋外トイレの防犯のための監視カメラを設置するため

に45万2,000円を増額補正するものであります。 

  同じく３目農業振興費、８節報償費61万8,000円の増額は、大豆の生産と消費の推進のた

め、村内全戸に「達者味噌」を配布するための予算であります。 

  同じく２項林業費、１目林業総務費、25節積立金20万円は、舘山公園整備推進基金への寄

附金１件について同基金に積み立てするものであります。 

  同じく２目林業振興費、15節工事請負費110万円の増額は、県単林道事業の東前田線舗装

工事について、当初事業費920万1,000円で計画したものについて今回増額して配分があり、

1,030万1,000円とするものであります。 

  16ページです。 

  ８款土木費、２項道路橋梁費、２目道路新設改良費、17節公有財産購入費35万円及び22節

補償、補塡及び賠償金２万円の増額は、村道水口・大沢改良工事に伴う用地の購入費及び立

木の補償費であります。 
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  17ページをお開き願います。 

  同じく３項住宅費、３目定住対策費、15節工事請負費1,629万円は、見渡の宅地分譲地造

成工事費であります。 

  ９款１項消防費、１目非常備消防費、８節報償費28万7,000円及び９節旅費22万2,000円、

12節役務費151万2,000円、19節負担金、補助及び交付金58万3000円は、平成30年度の民報金

ばれん受賞記念事業に要する経費について増額補正をするものであります。 

  同じく３目水防費、13節委託料326万9,000円のうち防災行政無線受信装置設置業務285万

7,000円は、当初15節工事請負費で計上していた予算について、依頼する仕事の内容から13

節の委託料に予算の組み替えを行うものであります。 

  次に、防災行政無線受信装置システム更新事業68万円の増額は、ＰＬＵＭ法の導入に伴う

Ｊアラート自動起動機の改修工事費です。ＰＬＵＭは、共同受信が巨大な地震が発生した際

でも、精度よく震度が求められる新しい予測方法です。ＰＬＵＭ法って、そういう機械を導

入したんですね。改修させていただきました。 

  18ページです。 

  10款教育費、１項教育総務費、２目事務局費、15節工事請負費430万4,000円は、小学校の

防火シャッター修繕工事に108万3,000円、中学校の体育館の屋外トイレ改修工事に322万

1,000円を増額補正するものであります。 

  19ページをお願いします。 

  同じく６項保健体育費、２目体育施設費、15節工事請負費320万円は、青少年広場ののり

面の補修工事139万円、西山体育館の屋根を一部ふきかえ工事の181万円を増額補正するもの

であります。 

  次に、議案第57号 平成30年度鮫川村国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１

号）についてご説明を申し上げます。 

  議案書の38ページ、39ページ、事項別明細書は24ページをお開き願います。 

  補正前の予算額が４億3,497万3,000円に対しまして、今回52万2,000円を減額し、補正後

の予算総額を４億3,445万1,000円とするものであります。 

  次に、25ページをお願いします。 

  歳入です。 

  １款１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、１節医療給付費分現年課税

分は53万5,000円を減額補正します。 
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  同じく２節後期高齢者支援分現年課税分は885円の減額です。 

  同じく３節介護納付金現年課税分も1,163円の減額であります。 

  ２目退職被保険者等国民健康保険税、１節医療給付費分現年課税分は48万7,000円を減額

補正します。 

  同じく２節後期高齢者支援金分現年課税分は23万6,000円の減額。 

  ３節介護納付金分現年課税分は１万6,000円の減額となります。 

  これらは、それぞれ当初予算に計上した国民健康保険税現年課税分について、賦課額が確

定したことによる減額であります。 

  ３款県支出金、１項県補助金、１目保険給付費等交付金、２節特別交付金51万3,000円の

減額は、国保ヘルスアップ事業に対する交付額確定による減額であります。 

  ５款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、２節保険基盤安定繰入金204万

6,000円の減額は、国民健康保険税軽減分の保険基盤安定繰入金の減額であります。 

  26ページです。 

  同じく２項基金繰入金、１目保険給付費支払準備基金繰入金、１節繰入金456万9,000円は、

国保税軽減のため国保会計に基金が繰り入れするものであります。 

  歳出の補正です。 

  事項別明細書は28ページをお開きください。 

  予算第１号についてご説明を申し上げます。 

  議案書の40ページ、41ページ、事項別明細書は32ページをお開き願います。 

  予算額の増減はありません。 

  33ページをお開き願います。 

  33ページです。 

  歳出において、２款施設費、１項１目施設管理費、15節工事請負費13万2,000円は、不使

用であった水道施設、地下式の消火栓の撤去工事費を増額補正するもの……、この水道管布

設したって、消火栓が布設したって言ったんですね、それを撤去するための増額補正させて

いただき、財源に予備費を充てるものであります。 

  次に、議案第59号 平成30年度鮫川村学校給食センター特別会計補正予算（第１号）につ

いて、ご説明を申し上げます。 

  議案書の42ページです。 

  事項別明細書は34ページをお開き願います。 
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  補正前の予算額１億75万3,000円に対しまして、今回30万円を増額し、補正後の予算総額

を１億105万3,000円とするものであります。 

  事項別明細書は35ページ、次のページをお開きください。 

  歳入において、一般会計からの運営費繰入金30万円を増額し、歳出において嘱託職員等の

社会保険料を増額補正するものであります。 

  以上で議案第56号から59号までの４議案の説明とさせていただきます。 

  原案に賛同賜りますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

──────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（星 一彌君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

  あすは両常任委員会の合同議案調査、８日は午前10時から本会議を開きます。 

  本日はこれで散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

（午後 ３時５２分） 
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平成３０年第４回鮫川村議会定例会 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

平成３０年６月８日（金曜日）午前１０時開議 

 

日程第 １ 議案第５４号 鮫川村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定 

             める条例の一部を改正する条例 

              質疑・討論・採決 

日程第 ２ 議案第５５号 鮫川村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

              質疑・討論・採決 

日程第 ３ 議案第５６号 平成３０年度鮫川村一般会計補正予算（第２号） 

              質疑・討論・採決 

日程第 ４ 議案第５７号 平成３０年度鮫川村国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算 

             （第１号） 

              質疑・討論・採決 

日程第 ５ 議案第５８号 平成３０年度鮫川村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

              質疑・討論・採決 

日程第 ６ 議案第５９号 平成３０年度鮫川村学校給食センター特別会計補正予算（第１号） 

              質疑・討論・採決 

日程第 ７ 陳情について 

      陳情第 １号 臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情書 

              審査結果の報告・質疑・討論・採決 

──────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１から日程第７まで議事日程に同じ 

 追加日程第１ 発議第２号 臓器移植の環境整備を求める意見書の提出について 

               趣旨説明・質疑・討論・採決 

──────────────────────────────────────────── 

出席議員（９名） 
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     ９番  前 田 武 久 君      １０番  宗 田 雅 之 君 

    １１番  星   一 彌 君 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村 長 大 樂 勝 弘 君 副 村 長 白 坂 利 幸 君 

教 育 長 奥 貫   洋 君 総務課長 石 井   哲 君 
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課 長 鏑 木 重 正 君 

農林商工 
課 長 
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──────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（星 一彌君） 改めまして、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は９人です。定足数に達していますので、これから本日の会議を開き

ます。 

  なお、報道機関及び職員に写真の撮影を許可しておりますので、ご了承願います。 

（午前１０時００分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎議事日程の報告 

○議長（星 一彌君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第５４号～議案第５５号の質疑、討論、採決 

○議長（星 一彌君） 日程第１、議案第54号 鮫川村放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例から日程第２、議案第55号 鮫川村国民

健康保険税条例の一部を改正する条例の２議案を一括議題といたします。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第54号 鮫川村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（星 一彌君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  これから議案第55号 鮫川村国民健康保険税条例の一部を改正する条例を採決します。 
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  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（星 一彌君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎議案第５６号～議案第５９号の質疑、討論、採決 

○議長（星 一彌君） 日程第３、議案第56号 平成30年度鮫川村一般会計補正予算（第２号）

から日程第６、議案第59号 平成30年度鮫川村学校給食センター特別会計補正予算（第１号）

までの４議案を一括議題といたします。 

  これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 討論なしと認めます。 

  これから議案第56号 平成30年度鮫川村一般会計補正予算（第２号）を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（星 一彌君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  これから議案第57号 平成30年度鮫川村国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第

１号）を採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（星 一彌君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  これから議案第58号 平成30年度鮫川村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）を採決

します。 
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  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（星 一彌君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

  これから議案第59号 平成30年度鮫川村学校給食センター特別会計補正予算（第１号）を

採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（星 一彌君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎陳情第１号の審査結果の報告、質疑、討論、採決 

○議長（星 一彌君） 日程第７、陳情についてを議題といたします。 

  産業厚生常任委員会に付託いたしました陳情第１号 臓器移植の環境整備を求める意見書

の採択を求める陳情書の審査結果について報告を願います。 

  産業厚生常任委員長、関根英也君。 

○５番（関根英也君） 陳情審査結果を報告いたします。 

  事件名。陳情第１号 臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情書。 

  審査の経過。産業厚生常任委員会に付託された陳情については、６月７日午前10時から委

員会を開催し、慎重に審査をいたしました。 

  決定及び理由。採択と決定いたしました。 

  理由。臓器移植の普及によって薬剤や機械では困難であった臓器の機能回復が可能となり、

多くの患者の命が救われている。平成22年７月臓器の移植に関する法律が改正され、本人の

意思が不明な場合であっても家族の承諾により臓器を提供することが可能となった。同法の

改正以後、脳死下での臓器提供者は年々増加しており、平成28年の臓器提供者数は64人とな

っている。 

  しかし、平成29年10月31日時点における臓器移植希望者数が、心臓で646人、肺で339人、

肝臓で331人などと、心停止後のものを含めても臓器提供者数が必要数を大きく下回ってお

り、その理由としてドナーや臓器提供施設数が少ないと指摘されていることから、臓器移植

を国民にとって安全で身近なものと定着させるため、早急な対策が必要と考え採択すること
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と決定いたしました。 

  少数意見の留保なし。 

  本委員会において以上のとおり決定しましたので、ご報告をいたします。 

○議長（星 一彌君） これから質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 討論なしと認めます。 

  これから陳情第１号 臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める陳情書を採決し

ます。 

  この採決は起立によって行います。 

  この陳情に対する委員長の報告は採択です。 

  この陳情は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（星 一彌君） 起立全員です。 

  したがって、陳情第１号は委員長の報告のとおり採択することに決定いたしました。 

  ここで暫時休議します。 

（午前１０時０９分） 

──────────────────────────────────────────── 

○議長（星 一彌君） 休議前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時１０分） 

──────────────────────────────────────────── 

◎日程の追加 

○議長（星 一彌君） お諮りします。 

  ただいま発議第２号 臓器移植の環境整備を求める意見書の提出についてが、５番、関根

英也議員から所定の賛成者を得て提出され、議長において受理しました。 

  これらを日程に追加し、追加日程第１として議題にしたいと思いますが、これにご異議あ
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りませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 異議なしと認めます。 

  したがって、追加日程第１とし議題とすることに決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎発議第２号の上程、採決 

○議長（星 一彌君） 追加日程第１、発議第２号 臓器移植の環境整備を求める意見書の提

出についてを議題といたします。 

  事務局長に議案の朗読をさせます。 

  事務局長、古舘甚子君。 

〔議会事務局長朗読〕 

○議長（星 一彌君） ただいまの議案は、さきの日程における陳情の採択により提出された

ものでありますから、趣旨説明並びに質疑、討論を省略したいと思いますが、これにご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 異議なしと認めます。 

  したがって、趣旨説明並びに質疑、討論を省略いたします。 

  これから発議第２号 臓器移植の環境整備を求める意見書の提出についてを採決します。 

  本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（星 一彌君） 起立全員です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎閉会中の継続審査申し出について 

○議長（星 一彌君） 報告いたします。 

  議会運営委員長、関根政雄君から、次期議会の会期日程等に関する事項について、閉会中

の継続審査の申し出がありました。 

  お諮りいたします。 

  ただいま報告いたしました申し出のとおり閉会中の継続審査に付したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（星 一彌君） 異議なしと認めます。 

  よって、本件は閉会中の継続審査に付すことに決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 

◎閉会の宣告 

○議長（星 一彌君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

  会議を閉じます。 

  平成30年第４回鮫川村議会定例会を閉じます。 

  ご苦労さまでした。 

（午前１０時１８分） 
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